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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

介
す
る
。

　

中
で
も
目
を
引
く
の
が
、

１
９
６
０
年
代
を
代
表
す
る
モ

デ
ル
、
ト
ゥ
イ
ギ
ー
を
モ
デ
ル

に
し
た
「
ト
ゥ
イ
ギ
ー
・
ロ
ン

ド
ン
・
ガ
ー
ル
」。
１
９
６
６

年
、
細
身
の
シ
ル
エ
ッ
ト
と
ミ

ニ
ス
カ
ー
ト
、
独
特
の
メ
イ
ク

で
一
世
を
風
靡
し
た
ト
ゥ
イ
ギ

ー
は
、
ま
さ
に
時
代
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ア
イ
コ
ン
だ
っ
た
。
彼

女
自
身
が
人
形
と
な
っ
た
展
示

は
、
人
形
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の

関
係
を
象
徴
す
る
。　

　
「
ト
ゥ
イ
ギ
ー
・
ロ
ン
ド

ン
・
ガ
ー
ル
」
は
、
プ
リ
ン

ト
入
り
合
成
ジ
ャ
ー
ジ
ー
製

ド
レ
ス
（
１
９
６
６
年
）
で
、

２
０
１
７
年
に
同
美
術
館
が

購
入
。「
ル
ー
ト
ス
タ
イ
ン
」

ト
ゥ
イ
ギ
ー
・
マ
ネ
キ
ン

（
１
９
６
６
年
）
の
デ
ザ
イ
ン

を
２
０
２
５
年
に
リ
メ
イ
ク
し

た
も
の
を
同
美
術
館
が
購
入
し

た
。
バ
レ
ン
シ
ア
ガ
や
ル
イ
・

ヴ
ィ
ト
ン
、
ア
ナ
・
ス
イ
な
ど

の
作
品
も
見
ど
こ
ろ
。
同
展
は

来
年
1
月
3
日
ま
で
。

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
工
科
大
学

（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）美
術
館（
Ｍ
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）

で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
人
形

の
関
係
を
探
る
展
覧
会
「Doll 

Dressing

」
が
開
催
さ
れ
て
い

る
。
１
７
０
点
以
上
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ド
ー
ル
を
は
じ
め
、
実

物
大
の
衣
服
や
ア
ク
セ
サ
リ

ー
、
映
像
、
ア
ー
ト
作
品
な
ど

を
展
示
し
、
人
形
が
単
な
る
子

ど
も
の
玩
具
で
は
な
く
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
を
伝
え
、
時
に
は
生

み
出
す
存
在
だ
っ
た
こ
と
を
紹60’s

来
年
１
月
３
日
ま
で
開
催
中

トゥイギーの衣装

人
形
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の

深
い
関
係
Ｆ
Ｉ
Ｔ
美
術
館
で

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
移
民

の
取
り
締
ま
り
が
今
夏
、
全
米

各
地
で
急
拡
大
し
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
９
月
25
日

付
に
よ
る
と
、
移
民
税
関
捜
査

局
（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
の
逮
捕
者
は
６

月
に
約
４
万
３
千
人
、
７
月
に

約
４
万
９
千
人
、
８
月
に
は
約

５
万
１
千
人
に
達
し
、
現
政
権

発
足
以
来
の
最
高
水
準
と
な
っ

た
。　

　

同
紙
は
逮
捕
の
様
子
を
記
録

し
た
映
像
や
裁
判
資
料
な
ど
、

50
件
以
上
の
事
例
を
調
査
し

た
。
捜
査
員
は
道
路
や
空
港
だ

け
で
な
く
、
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ

ー
、
病
院
、
学
校
の
周
辺
、
建

設
現
場
や
ト
ラ
ッ
ク
停
留
所
ま

で
姿
を
現
し
て
い
る
。
サ
ッ
カ

ー
の
試
合
に
向
か
う
最
中
や
日

曜
ミ
サ
を
終
え
て
帰
る
途
中
、

ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
で
飲
み
物
を
飲

ん
で
い
る
時
と
あ
ら
ゆ
る
日
常

生
活
の
場
に
及
ん
で
い
る
。

　

テ
キ
サ
ス
州
や
フ
ロ
リ
ダ
州

と
い
っ
た
共
和
党
主
導
の
州
で

は
、
そ
の
勢
い
が
最
も
強
く
、

保
安
官
や
州
高
速
道
路
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
員
と
の
連
携
を
通
じ
て

活
動
範
囲
を
拡
大
し
た
。
民
主

党
の
支
持
基
盤
が
強
い
州
で
は

活
動
を
制
限
す
る
法
律
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
活
動
を
強

化
し
た
。

　

移
民
関
連
の
逮
捕
者
数
は
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
州
で
過
去
最
高

に
近
い
水
準
に
達
し
た
。特
に
、

オ
レ
ゴ
ン
、
モ
ン
タ
ナ
、
ハ
ワ

イ
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
、
バ
ー

モ
ン
ト
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

の
各
州
で
は
、
１
日
あ
た
り
の

逮
捕
者
数
の
増
加
率
が
著
し
く

高
か
っ
た
。
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン

州
の
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
で
は

客
が
床
に
押
さ
え
つ
け
ら
れ
、

フ
ロ
リ
ダ
州
で
は
交
通
事
故
で

搬
送
さ
れ
た
女
性
が
病
院
で
手

錠
を
か
け
ら
れ
た
。

　

一
斉
検
挙
は
６
月
、
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
ニ
ュ
ー
ア
ー

ク
空
港
に
近
い
ハ
リ
ソ
ン
に
ま

で
及
ん
だ
。
ハ
リ
ソ
ン
は
ヒ
ス

パ
ニ
ッ
ク
系
が
約
40
％
、
ア
ジ

ア
系
が
約
23
％
を
占
め
る
。
ビ

ジ
ネ
ス
・
ビ
ザ
が
切
れ
る
前
に

学
生
ビ
ザ
を
申
請
し
た
ト
ル
コ

出
身
の
男
性
（
33
）
は
路
上
で

車
に
乗
り
込
も
う
と
す
る
と
こ

ろ
を
逮
捕
さ
れ
た
。
結
婚
し
グ

リ
ー
ン
カ
ー
ド
も
申
請
中
だ
っ

た
と
い
う
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
よ
れ

ば
審
査
中
で
あ
る
か
ら
と
い
っ

て
合
法
的
な
滞
在
資
格
が
与
え

ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い

う
。

　

逮
捕
者
の
多
く
は
刑
事
事
件

で
起
訴
・
有
罪
判
決
を
受
け
た

人
で
は
な
く
、
在
留
資
格
な
ど

移
民
法
上
の
違
反
を
問
わ
れ
た

人
だ
っ
た
。
取
り
締
ま
り
は
共

和
党
が
主
導
す
る
州
で
は
地
元

警
察
と
の
連
携
に
よ
っ
て
広
が

り
、
民
主
党
の
支
持
基
盤
が
強

い
地
域
で
も
強
ま
っ
た
。

　

過
去
の
大
規
模
捜
査
で
は
抗

議
活
動
を
招
く
こ
と
が
多
か
っ

た
。
し
か
し
今
回
の
急
増
は
各

地
で
分
散
し
て
進
み
、
目
立
ち

に
く
か
っ
た
。ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

タ
イ
ム
ズ
の
取
材
に
対
し
、
Ｉ

Ｃ
Ｅ
は
取
り
締
ま
り
の
拡
大
を

政
権
の
公
約
を
実
行
し
た
結
果

だ
と
説
明
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
、
米
国

に
住
む
日
本
人
は
ど
う
受
け
止

移民取り締まり今夏拡大
３
か
月
で
逮
捕
者
急
増

病
院
や
学
校
に
も
捜
査
の
手

め
て
い
る
の
か
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
在
住
の
あ
る
永
住
者
（
60
代

の
男
性
）
は
「
い
つ
ど
こ
に
Ｉ

Ｃ
Ｅ
の
捜
査
官
が
い
る
の
か
分

か
ら
な
い
の
が
不
安
だ
。
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
や
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス

タ
ー
で
、
何
の
理
由
も
な
く
電

車
内
や
駅
構
内
で
い
き
な
り
地

元
警
察
官
や
捜
査
官
か
ら
不
法

移
民
の
嫌
疑
を
持
っ
て
自
分
が

職
務
質
問
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず

な
い
と
は
思
っ
て
い
る
が
、
交

通
事
故
に
遭
っ
て
も
自
分
が
何

者
で
あ
る
の
か
を
証
明
す
る
身

分
証
明
書
の
提
示
は
必
要
に
な

る
の
で
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
を

写
真
に
撮
影
し
た
も
の
を
ス
マ

ホ
に
保
管
し
て
い
る
」と
話
す
。
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Ｎ
Ｙ
在
住
、
世
界
を
股
に
活

躍
す
る
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
、
波
多

野
聖
子
の
Ｎ
Ｙ
リ
サ
イ
タ
ル
が

９
月
26
日
午
後
、
市
内
西
67
丁

目
に
あ
る
カ
ウ
フ
マ
ン
・
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
の
マ
ー

キ
ン
・
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
、
米
国
東
海
岸
に
は

激
し
い
風
雨
を
伴
う
嵐
が
襲
来

し
て
い
た
が
、
公
演
の
前
後
だ

け
雨
が
止
み
、
大
勢
の
観
衆
が

集
い
会
場
は
ほ
ぼ
満
席
。
波
多

野
の
美
声
が
会
場
に
響
く
「
ア

ヴ
ェ
マ
リ
ア
」
で
始
ま
っ
た
リ

サ
イ
タ
ル
は
、
フ
ル
ー
テ
ィ
ス

ト
の
田
中
志
都
、
バ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
の
腰
高
多
恵
、
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
小
松
園
子
に
よ
る
ト
リ
オ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
チ
ー
ム「
イ
ル
・

ス
オ
ー
ノ
」
の
演
奏
で
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
み
な
ら
ず
、
ジ
ャ
ズ

や
ポ
ッ
プ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ

ャ
ン
ル
の
名
曲
も
交
え
て
進

行
。

　
「
ソ
ー
・
メ
ニ
ー
・
ス
タ
ー
ズ
」

と
い
う
曲
で
は
、
学
生
時
代
か

ら
の
友
人
で
、
い
つ
か
共
演
し

た
い
と
話
し
て
い
た
が
５
年
前

に
病
気
で
亡
く
な
っ
た
Ｎ
Ｙ
在

住
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
白
崎

彩
子
さ
ん
が
生
前
に
演
奏
し
て

い
た
音
源
に
乗
せ
て
歌
唱
し
、

会
場
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
一
幕
も

あ
っ
た
。
ま
た
、「
ス
マ
イ
ル
」

と
い
う
曲
で
は
、
フ
ラ
バ
レ
エ

と
い
う
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
を
生

み
出
し
た
ダ
ン
サ
ー
吉
田
紗
順

も
舞
を
披
露
し
、
波
多
野
の
マ

ネ
ジ
ャ
ー
兼
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

で
あ
る
吉
田
東
子
さ
ん
も
デ
ュ

エ
ッ
ト
し
た
。

　

同
公
演
で
圧
巻
だ
っ
た
の

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の

歌
で
美
声
を
聴
か
せ
た
だ
け
で

な
く
、
ド
イ
ツ
語
、
ラ
テ
ン
語
、

チ
ェ
コ
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
ロ

シ
ア
語
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、

韓
国
語
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
ア
ラ

ビ
ア
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
日
本

語 

と
、
曲
に
応
じ
て
12
か
国

語
を
駆
使
し
て
熱
唱
し
た
こ

と
。
多
様
な
ル
ー
ツ
を
持
つ
観

衆
も
、
自
分
に
関
係
す
る
国
の

言
語
で
歌
わ
れ
た
歌
が
聞
こ
え

て
く
る
と
感
激
し
て
い
た
。

　

観
衆
を
魅
了
し
た
公
演
の
終

了
後
は
、
ほ
と
ん
ど
全
員
の
客

が
会
場
に
残
り
波
多
野
さ
ん
と

歓
談
を
楽
し
ん
だ
。
波
多
野
さ

ん
も
嵐
の
中
来
場
し
た
大
勢
の

観
客
に
感
謝
を
述
べ
て
い
た
。

　                                  （
久
松
）

波
多
野
聖
子
が
観
衆
魅
了

ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

12
か
国
語
で
熱
唱

る
男
性
よ
り
、
一
緒
に
楽
し
め

る
人
か
ど
う
か
を
、
女
性
は
敏

感
に
感
じ
取
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
は
、
あ
な
た
の
言
葉
や

所
作
の
端
々
か
ら
、
将
来
の
伴

侶
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
を
見

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
私
た

ち
仲
人
は
、お
見
合
い
前
に「
聞

き
方
」
や
「
会
話
の
間
合
い
」

に
つ
い
て
も
、
具
体
的
に
ア
ド

婚
活
中
の
独
身
男
性
が
知
ら
ず
に

や
っ
て
し
ま
う
、
交
際
に
進
め
な

い
振
る
舞
い

初めてのデートで
「面接官」になっていませんか？

　

せ
っ
か
く
条
件
が
合
っ
て
い

た
の
に
、
な
ぜ
か
お
見
合
い
の

後
に
断
ら
れ
て
し
ま
う
。
婚
活

中
の
男
性
か
ら
、
そ
ん
な
ご
相

談
を
受
け
る
こ
と
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

女
性
が
お
見
合
い
後
に
男
性

を
お
断
り
す
る
理
由
に
は
、
実

は
よ
く
あ
る
パ
タ
ー
ン
が
あ
り

ま
す
。「
ま
る
で
会
社
の
上
司

と
話
し
て
い
る
み
た
い
だ
っ

た
」「
尋
問
の
よ
う
に
質
問
を

浴
び
せ
ら
れ
た
」「
上
か
ら
目

線
だ
っ
た
」。

　

思
い
当
た
る
節
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
あ
ら
か
じ
め
用
意
し

た
質
問
リ
ス
ト
を
、
上
か
ら
順

番
に
読
み
上
げ
る
。
ご
本
人

は"

効
率
的"

な
つ
も
り
で
も
、

女
性
に
と
っ
て
は
雑
に
投
げ
つ

け
ら
れ
た
質
問
の
連
続
で
し
か

な
く
、
ゆ
っ
く
り
会
話
を
楽
し

み
な
が
ら
お
互
い
を
知
り
た
い

と
い
う
期
待
と
は
、
真
逆
の
体

験
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
「
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ウ
エ
イ
ト

レ
ス
さ
ん
に
注
文
す
る
彼
の
態

度
が
高
圧
的
で
、
幻
滅
し
た
」

と
い
う
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
女

性
か
ら
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
上
か
ら
目
線
は
、
相

手
本
人
だ
け
で
な
く
、
周
囲
へ

の
振
る
舞
い
に
も
表
れ
ま
す
。

　

初
め
て
の
デ
ー
ト
が
、
無
意

識
の
う
ち
に
「
面
接
官
」
の
ジ

ョ
ブ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
用
意
し
た
質
問

を
消
化
す
る
こ
と
に
気
を
取
ら

れ
、
目
の
前
の
女
性
が
今
、
何

を
考
え
、
ど
ん
な
表
情
を
し
て

い
る
か
、
見
落
と
し
て
い
な
か

っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

一
方
、
女
性
か
ら
「
ま
た
、

あ
な
た
に
会
い
た
い
」
と
言
わ

れ
て
次
の
フ
ェ
ー
ズ
へ
進
ん
だ

男
性
た
ち
に
共
通
す
る
の
は
、

質
問
よ
り
先
に
女
性
の
話
に
耳

を
傾
け
、
共
通
点
が
見
つ
か
る

と
素
直
に
喜
ん
で
、
会
話
が
自

然
と
行
き
来
し
て
い
た
と
い
う

点
で
す
。
効
率
よ
く
相
手
の
情

報
を
集
め
て
評
価
し
よ
う
と
す

バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
相
手

を
選
ぶ
気
満
々
で
質
問
攻
め
に

す
る
の
で
は
な
く
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
お
互

い
を
思
い
合
う
関
係
創
り
を
、

最
初
の
一
回
か
ら
意
識
し
て
み

る
。
そ
の
心
が
け
ひ
と
つ
が
、

次
の
フ
ェ
ー
ズ
へ
の
扉
を
開
き

ま
す
。

松
本
直
子

国
際
結
婚
相
談
所
Ｔ
Ｊ
Ｍ
代

表
。
米
国
を
拠
点
に
、
世
界

で
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
す
日
本

人
女
性
と
海
外
男
性
の
良

縁
を
繋
ぐ
。
温
か
く
丁
寧

な
支
援
で
成
婚
へ
導
く
。  

https://traditionaljapanese
matchmaker.us/

　

増
田
氏
は
、
こ
の
美
学
が
型

破
り
な
装
い
を
通
じ
て
ど
の
よ

う
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
主

張
し
て
い
る
か
を
語
っ
た
。
ト

ー
ク
終
了
後
に
は
、
増
田
氏
に

よ
る
ブ
ッ
ク
サ
イ
ン
会
が
行
わ

れ
た
。
講
演
で
、
幼
少
時
は
手

塚
治
虫
や
藤
子
不
二
雄
が
大
好

き
で
、
マ
ン
ガ
家
を
目
指
し
て

い
た
が
高
校
卒
業
後
、
専
門
学

校
入
学
の
た
め
に
大
阪
へ
行
く

が
、
環
境
の
違
い
が
原
因
で
引

き
こ
も
り
に
な
り
図
書
館
で
寺

山
修
司
の
著
書
『
書
を
捨
て
よ

町
へ
出
よ
う
』
に
出
会
い
、
東

京
に
戻
っ
て
演
劇
・
現
代
美
術

な
ど
の
芸
術
分
野
に
多
く
関
わ

っ
た
こ
と
を
紹
介
。
２
０
１
４

年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
初
の
個

展
を
皮
切
り
に
、
海
外
を
拠
点

に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
も
本

格
的
活
動
を
始
め
て
い
る
近
況

を
語
っ
た
。

　

テ
ー
マ
カ
ラ
ー
の
「
ど
ピ
ン

ク
」
の
原
色
は
「
大
人
の
社
会

へ
の
反
逆
、
反
抗
、
ア
ン
チ
テ

ー
ゼ
と
し
て
使
っ
て
い
る
。
色

と
い
う
の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ

る
。
最
近
は
若
者
の
間
に
、
他

者
評
価
を
気
に
し
す
ぎ
る
傾
向

が
あ
る
。
他
人
に
惑
わ
さ
れ
ず

に
自
分
自
身
を
信
じ
て
前
に
進

ん
で
欲
し
い
。
挑
戦
す
る
精
神

を
忘
れ
な
い
で
」
と
ス
テ
ー
ジ

か
ら
学
生
た
ち
を
激
励
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
か
ら
は
「
き

ゃ
り
ー
ぱ
み
ゅ
ぱ
み
ゅ
の
大
フ

ァ
ン
な
の
で
、
創
作
の
原
点
に

何
が
あ
る
の
か
知
り
た
く
て
来

た
。
大
人
社
会
へ
向
け
た
気
持

ち
を
共
有
で
き
て
嬉
し
い
」。

「
日
本
人
に
は
生
ま
れ
つ
き
備

わ
っ
て
い
る
と
い
う
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

Ｉ
Ｉ
の
概
念
と
早
く
大
人
に
な

り
た
い
と
す
る
西
洋
の
概
念
と

の
違
い
、
日
米
の
定
義
比
較
が

お
も
し
ろ
か
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
浦
）

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
増
田
氏
が
１
日
、
Ｎ
Ｙ
州
立
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
工
科
大
学
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ)

で
講
演
し
た
。
増
田
氏
に
関
す
る
初
の
英
語
に
よ
る
伝
記

『SEBASTIAN  MASUDA

』
を
書
い
た
同
大
の
川
村
由
仁
夜
・
社
会
学
教
授
と
の
対
談
形
式

で
行
っ
た
。
講
演
で
は
「
カ
ワ
イ
イ
」
に
対
す
る
増
田
氏
の
深
い
理
解
に
つ
い
て
も
掘
り
下
げ
、

「『
カ
ワ
イ
イ
』
は
、単
に
『
か
わ
い
い
』『
女
の
子
っ
ぽ
い
』『
幼
稚
』
と
誤
解
さ
れ
が
ち
だ
が
、

実
際
に
は
複
雑
な
解
釈
の
層
を
持
つ
概
念
だ
。『
カ
ワ
イ
イ
』
は
単
な
る
形
容
詞
で
は
な
く
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、
哲
学
で
あ
り
、
大
人
社
会
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
、
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
だ
」
と
説
き
、
反
逆
と
抵
抗
の
手
段
と
し
て
の
「
カ
ワ
イ
イ
」
に
つ
い
て
川
村
教
授
の
質

問
に
答
え
る
形
で
熱
く
語
っ
た
。
同
大
学
が
大
講
堂
で
日
本
人
著
名
人
を
招
い
た
講
演
会
を
開

催
す
る
の
は
初
め
て
。

「カワイイは
反逆と抵抗の手段」
セバスチャン増田さんFIT で講演

川村教授（右端）の質問に答えながら講演する増田氏（左端）

写真提供・Spring Generations Inc.

https://hinomaru-limo.com/
http://newyork-apartment-realestate.com
https://traditionaljapanesematchmaker.us/
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ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
に
注
力

し
自
然
由
来
の
成
分
に
特
化
し

た
独
自
の
ス
キ
ン
ケ
ア
商
品
開

発
を
推
進
し
て
い
る
コ
ス
メ
プ

ラ
ウ
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

（
本
社
東
京
）
は
28
日
（
水
）

午
後
６
時
か
ら
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人

会
会
館
（
西
45
丁
目
49
番
地
５

階
）
で
、
同
社
代
表
取
締
役
の

荒
木
勝
也
氏
を
講
師
に
、
Ｎ
Ｙ

で
は
３
年
ぶ
り
と
な
る
「
秋
の

美
容
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
す
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
＆
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
活
躍
す
る
青
木

恵
子
さ
ん
を
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス

ト
に
迎
え
「
女
性
と
し
て
い
つ

ま
で
も
若
く
美
し
い
秘
訣
」
を

語
っ
て
も
ら
う
ほ
か
、
荒
木
社

長
が
、
化
粧
品
業
界
の
動
向
や

同
社
の
現
状
、
秋
か
ら
冬
へ
の

肌
の
手
入
れ
と
乾
燥
対
策
、
同

社
全
商
品
の
レ
ビ
ュ
ー
、
新
製

品
「
ア
ン
バ
ー
エ
ン
リ
ッ
チ
サ

ボ
ン
」
の
紹
介
と
評
判
や
開
発

秘
話
な
ど
を
解
説
す
る
。

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前
申

し
込
み
。
参
加
者
全
員
に
は

ア
ン
バ
ー
エ
ン
リ
ッ
チ
サ
ボ

ン
（
42
ド
ル
相
当
）
と
各
種
ス

キ
ン
ケ
ア
サ
ン
プ
ル
が
進
呈
さ

れ
る
ほ
か
、
当
日
の
み
の
特

別
価
格
で
の
全
商
品
の
販
売

や
同
社
の
人
気
商
品
が
当
た

る
抽
選
会
も
行
わ
れ
る
。
希

望
者
は
10
月
22
日
ま
で
に
Ｅ

メ
ー
ルinfo@cosmeproud.

co.jp

、
ま
た
は
電
話
０
１
１
・

8
１
３
・
６
２
２
８
・
４
８
０
０

（
日
本
）
ま
で
申
し
込
む
。

コ
ス
メ
プ
ラ
ウ
ド

秋
の
新
製
品
セ
ミ
ナ
ー

Ｎ
Ｙ
で 

10
／
28
開
催　

  

参
加
費
無
料
・
参
加
者
特
典
も

及
川
陽
菜
が
新
作
公
演

短
歌
と
ジ
ャ
ズ
の
融
合

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
サ
ッ
ク

ス
奏
者
・
歌
人
、
及
川
陽
菜
が
主

宰

す

る
「Hina Oikawa Short 

Songs
」
の
新
作
公
演
「Voices of 

a Hundred Poets

」
が
9
月
25
日
、

ク
イ
ー
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
（
Ｃ
Ｕ
Ｎ

Ｙ
）
ル
フ
ラ
ッ
ク
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

平
日
夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
、無
料
・

事
前
予
約
制
の
公
演
に
１
２
０
人
以

上
が
来
場
。
8
月
発
売
の
デ
ビ
ュ
ー

ア
ル
バ
ム
「Short Songs

」
収
録

曲
に
加
え
、
小
倉
百
人
一
首
に
着
想

を
得
た
新
曲
「Poem: No.57

」
を

初
演
し
た
。

　

及
川
の
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
と
10
人

編
成
の
ジ
ャ
ズ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
、

ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る

ラ
イ
ブ
映
像
を
組
み
合
わ
せ
、
音
楽

と
映
像
が
舞
台
上
で
呼
応
す
る
独
自

の
演
出
で
観
客
を
魅
了
し
た
。
及
川

は
「
千
年
近
く
読
み
継
が
れ
て
き
た

歌
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
演
奏
で
き
た

こ
と
は
大
き
な
挑
戦
で
あ
り
喜
び
」

と
語
り
、
今
後
も
各
地
で
公
演
を
重

ね
た
い
と
意
欲
を
示
し
た
。

　

高
市
早
苗
首
相
は
９
月
22

日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ

た
国
連
総
会
の
一
般
討
論
演
説

で
、
国
連
憲
章
に
残
る
「
旧
敵

国
条
項
」
の
速
や
か
な
削
除
を

求
め
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
中

に
連
合
国
と
敵
対
し
た
日
本
、

ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
を
念

頭
に
置
い
た
規
定
で
、
首
相
は

２
０
０
５
年
に
各
国
首
脳
が
削

除
を
決
意
し
た
こ
と
を
挙
げ

た
。

　

中
国
の
在
日
大
使
館
は
昨
年

11
月
、
高
市
首
相
の
台
湾
有
事

を
め
ぐ
る
発
言
を
受
け
、
旧
敵

国
条
項
に
言
及
し
た
。
ロ
シ
ア

の
ラ
ブ
ロ
フ
外
相
も
今
年
８

月
、
日
ロ
間
の
領
土
問
題
に
関

す
る
質
問
へ
の
回
答
で
、
国
連

憲
章
は
日
本
を
「
敵
国
」
と
位

置
づ
け
て
い
る
と
主
張
し
た
。

　

国
連
総
会
は
１
９
９
５
年
、

旧
敵
国
条
項
を
時
代
遅
れ
と
認

め
、
削
除
に
向
け
た
憲
章
改
正

手
続
き
を
始
め
る
意
向
を
示
す

決
議
を
採
択
。
２
０
０
５
年
９

月
に
は
、
憲
章
の
第
53
条
、
第

77
条
、
第
１
０
７
条
か
ら
「
敵

国
」
へ
の
言
及
を
削
除
す
る
決

意
を
明
記
し
た
成
果
文
書
を
無

投
票
で
採
択
し
た
。
し
か
し
、

憲
章
改
正
は
実
現
せ
ず
、
条
項

は
現
在
も
残
っ
て
い
る
。
改
正

に
は
総
会
で
の
３
分
の
２
の
賛

成
と
、
安
保
理
常
任
理
事
国
５

か
国
す
べ
て
を
含
む
加
盟
国
の

３
分
の
２
に
よ
る
批
准
が
必
要

と
な
る
。

　

高
市
首
相
は
、
日
本
が
国
連

加
盟
か
ら
70
年
間
、
平
和
国
家

と
し
て
国
際
社
会
に
貢
献
し
て

き
た
と
強
調
。
演
説
で
は
安
保

理
改
革
や
核
軍
縮
に
も
触
れ
、

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問

題
の
解
決
に
向
け
た
対
話
へ
の

意
欲
を
示
し
た
。

高
市
首
相
「
旧
敵

国
条
項
」
国
連
総

会
で
削
除
を
要
求

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

https://www.nipponclub.org/
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://www.sakagura.com/eastvillage
https://www.allaboutasmile.com/
https://www.seitomoko.com/
https://www.bostonkanko.com/
https://chicagokanko.com/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
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コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
ウ
エ
ス
ト
ポ
ー
ト
と
聞
い
て
、『
奥
様

は
魔
女
（Bewitched

）』
を
思
い
出
す
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

広
告
代
理
店
に
勤
め
る
ダ
ー
リ
ン
（
デ
ィ
ッ
ク
・
ヨ
ー
ク
）

が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
マ
ジ
ソ
ン
街
へ
通
勤
し
、
妻
サ
マ
ン

サ
（
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
）
が
暮
ら
す
郊
外
の
家
。

そ
の
設
定
地
が
ウ
エ
ス
ト
ポ
ー
ト
だ
っ
た
。

　

こ
の
町
に
は
昔
か
ら
、
ど
こ
か
華
や
か
で
少
し
浮
世
離
れ

し
た
雰
囲
気
が
あ
る
。
１
９
２
０
年
に
は
、
Ｆ
・
ス
コ
ッ
ト
・

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
と
妻
ゼ
ル
ダ
が
結
婚
直
後
の
約
10
か

月
を
こ
こ
で
過
ご
し
た
。
俳
優
ポ
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
が
長

く
暮
ら
し
た
町
と
し
て
も

有
名
で
、
音
楽
界
で
は
ナ

イ
ル
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
も
住

民
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。

　

一
方
、
世
界
的
な
ヘ
ッ

ジ
フ
ァ
ン
ド
が
拠
点
を
置

く
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
現

在
で
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

町
と
い
う
顔
に
加
え
、
金

融
関
係
者
が
暮
ら
す
高
級

住
宅
地
と
し
て
の
一
面
も

持
っ
て
い
る
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
そ
ん

な
ウ
エ
ス
ト
ポ
ー
ト
に
あ

る
４
寝
室
、
３
浴
室
の
一

戸
建
て
住
宅
の
２
階
に
あ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ル
ー
ム
。
ウ
エ
ス

ト
ポ
ー
ト
ら
し
い
暮
ら
し
を
楽
し
め
る
専
用
浮
桟
橋
の
あ
る

川
沿
い
の
家
。
地
下
室
付
き
の
2
階
建
て
で
暖
炉
が
あ
り
、

2
階
に
は
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
式
ヒ
ー
タ
ー
と
小
さ
な
サ
ウ
ナ

も
備
え
ら
れ
て
い
る
。
販
売
価
格
は
１
４
０
万
ド
ル
。
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
作
家
、
金
融
人
た
ち
を
長
年
惹
き
つ
け
て
き
た

ウ
エ
ス
ト
ポ
ー
ト
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊
外
の
ほ
か
の
町

と
は
少
し
違
う
独
特
の
魅
力
が
あ
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話　

９
１
４
・
９
２
１
・
１
６
１
６
、

Ｅ
メ
ー
ルinfo@shoenrealty.com

　

古
旗（
こ
ば
た
）さ
ん
。

（
写
真
提
供
。
荘
園
不
動
産
）

ウエストポート ― 魔女と作家とヘッジファンドが愛した川辺の町

　

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
は
９
月
15

日
、
全
米
お
す
す
め
レ
ス
ト
ラ

ン
を
掲
載
し
た
「
ザ
・
レ
ス
ト

ラ
ン
・
リ
ス
ト
２
０
２
６
」
を

公
表
。
Ｎ
Ｙ
市
内
で
は
懐
石
料

理
「Yamada

」、
ベ
ト
ナ
ム
系

「
ビ
ス
ト
ロ
・
ハ
ー
」、
発
酵
韓

国
料
理
「Meju

」、
シ
ー
フ
ー

ド
の
「Zoli

」
が
選
ば
れ
た
。

　

今
年
は
同
紙
の
記
者
や
編
集

者
16
人
が
国
内
38
州
の
５
３
８

店
を
訪
れ
、
50
店
舗
を
厳
選
し

た
。
恒
例
の
同
リ
ス
ト
に
は
過

去
掲
載
の
店
舗
は
選
ば
れ
な

い
。
昨
年
開
店
し
た
ミ
シ
ュ
ラ

ン
一
つ
星
の
「Yamada

」
は
、

旬
、
調
和
、
生
き
甲
斐
を
基
調

に
、
シ
ェ
フ
の
山
田
功
氏
が
季

節
の
味
覚
を
提
供
す
る
。
山
田

氏
は
京
都
吉
兆
、
長
崎
県
の
半

水
盧
で
修
行
し
た
後
、
故
郷
の

福
岡
県
で
懐
石
花
栄
を
オ
ー
プ

ン
し
た
。
そ
の
味
に
魅
了
さ

れ
た
巨
匠
の
故
デ
イ
ビ
ッ
ド
・

ブ
ー
レ
イ
の
招
き
で
来
米
し
、

日
本
料
理
店
「Brushstroke

」

立
ち
上
げ
に
携
わ
り
、
料
理

長
と
し
て
同
店
は
ミ
シ
ュ
ラ

ン
一
つ
星
、
２
０
１
１
年
に

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
の
2
つ
星

獲
得
に
貢
献
し
た
。
詳
細
は

https://www.nytimes.com/
interactive/2026/dining/
best-restaurants-america.
html

を
参
照
す
る
。

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
「
お
す
す
め
レ
ス
ト
ラ
ン
50
」

懐
石
料
理Yamada

も

　

31
日
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
当
日

に
行
わ
れ
る
毎
年
恒
例
の
ビ
レ

ッ
ジ
・
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
・
パ
レ

ー
ド
の
詳
細
が
発
表
さ
れ
た
。

53
回
目
と
な
る
今
年
は
、
身
体

と
魂
と
の
繋
が
り
「
ボ
デ
ィ
＆

ソ
ウ
ル
」
を
テ
ー
マ
に
、
芸
術

監
督
の
ジ
ェ
ー
ン
・
フ
レ
ミ
ン

グ
氏
が
ス
ケ
ル
ト
ン
を
掲
げ
て

パ
レ
ー
ド
を
先
導
す
る
。
主
催

者
は
ス
マ
ホ
な
ど
の
ス
ク
リ
ー

ン
画
面
に
捕
ら
わ
れ
る
昨
今
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
夜
だ
け
は
自

身
の
身
体
に
戻
っ
て
も
ら
い
た

い
と
話
し
て
い
る
。
ま
た
フ
レ

ミ
ン
グ
氏
は
、
８
月
に
惜
し
ま

れ
な
が
ら
死
去
し
た
女
優
ド
リ

ー
・
パ
ー
ト
ン
な
ど
、
コ
ス
チ

ュ
ー
ム
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

故
人
を
迎
え
る
こ
と
を
提
案
し

て
い
る
。
パ
レ
ー
ド
公
式
パ
ペ

ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
プ
ロ
セ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
・
ア
ー
ツ
・
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
は
、
今
年
は
メ
キ
シ
コ

の
死
者
の
日
を
ヒ
ン
ト
に
し
た

光
り
輝
く
精
霊
や
ス
ケ
ル
ト
ン

を
用
意
し
て
い
る
と
い
う
。

　

パ
レ
ー
ド
は
午
後
７
時
に
キ

ャ
ナ
ル
通
り
を
出
発
し
、
北
へ

６
番
街
（
15
丁
目
）
ま
で
行
進

す
る
。
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
着
て

い
れ
ば
誰
で
も
無
料
で
参
加
で

き
る
が
、
普
段
着
の
参
加
は
不

可
。
見
物
は
６
番
街
の
キ
ン
グ

通
り
（
西
15
丁
目
）、
ブ
リ
ー

カ
ー
通
り
（
14
丁
目
）
は
特
に

混
雑
す
る
。
パ
レ
ー
ド
は
午
後

11
時
終
了
予
定
、
ス
ペ
ク
ト
ラ

ム
・
ニ
ュ
ー
ス
Ｎ
Ｙ
１
は
午
後

８
時
か
ら
生
中
継
す
る
。
詳
細

はhttps://halloween-nyc.
com

を
参
照
す
る
。

世界最大のビレッジ

ハロウィーン・パレード
今年のテーマは「ボディ＆ソウル」

mailto:hello@libret.com
https://www.redacinc.com/
mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
tel:9176780297
https://qrco.de/bekbQo
mailto:info@shoenrealty.com
https://www.nytimes.com/interactive/2026/dining/best-restaurants-america.html
https://halloween-nyc.com
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私
は
広
島
県
福
山
市
に
あ

る
棺
メ
ー
カ
ー
の
三
代
目
で

す
。
高
校
を
卒
業
し
た
後
、
シ

ア
ト
ル
へ
留
学
し
、
そ
の
後
、

中
国
に
も
留
学
し
て
、
現
地
で

働
い
た
時
期
も
あ
り
ま
す
。 

日
本
に
戻
り
、
57
年
続
く
家
業

で
あ
る
棺
づ
く
り
を
継
ぎ
ま
し

た
。 

私
た
ち
は
、
木
棺
、
布

棺
、
刺
繍
棺
、
デ
ニ
ム
や
塗
装

を
用
い
た
棺
ま
で
、
い
く
つ
も

の
木
の
材
料
や
流
線
型
な
ど
、

常
識
に
捉
わ
れ
な
い
棺
を
作
っ

て
き
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
は
、
デ
ニ
ム
を
使
用
し
た
葛

飾
北
斎
の
「
神
奈
川
沖
浪
裏

（The Great W
ave)

」
を
お
持

ち
し
、
実
際
に
棺
に
入
っ
て
も

ら
う
「
入
棺
体
験
」
の
イ
ベ
ン

ト
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。 

我
々
は
「
そ
の
人
ら

し
い
お
棺
を
」
を
テ
ー
マ
に
モ

ノ
づ
く
り
を
し
て
お
り
ま
す
。 

少
し
で
も
故
人
様
ら
し
さ
に
沿

う
様
な
、
色
々
な
種
類
の
棺
を

作
り
た
い
と
思
い
、
日
々
商
品

開
発
を
し
て
お
り
ま
す
。 

そ

の
根
底
に
あ
る
の
は
、『
死
に

様
は
、
生
き
様
』
と
い
う
言
葉

で
す
。
棺
は
、
故
人
様
だ
け
の

も
の
で
は
な
く
、
残
さ
れ
た
遺

族
様
が
故
人
様
を
送
る
為
の
も

の
で
も
あ
り
ま
す
。

　

誰
に
と
っ
て
も
避
け
る
こ
と

の
出
来
な
い
「
死
」
に
つ
い
て

少
し
だ
け
考
え
る
時
間
が
あ
る

だ
け
で
、
今
日
会
え
る
人
、
今

伝
え
ら
れ
る
言
葉
、
や
り
残
し

て
い
る
こ
と
、
な
ど
、
今
で
き

る
こ
と
の
意
味
が
変
わ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
誰
と
笑
い
た
い

の
か
、
何
を
残
し
た
い
の
か
、

ど
ん
な
自
分
で
あ
り
た
い
の

か
。 

棺
は
、
そ
ん
な
問
い
に

静
か
に
向
き
合
わ
せ
て
く
れ
る

存
在
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
も

思
っ
て
い
ま
す
。 

文
化
も
宗

教
も
価
値
観
も
交
差
す
る
、
こ

の
街
の
真
ん
中
に
、
我
々
の
考

え
方
や
商
品
が
ど
の
よ
う
に
映

る
の
か
を
見
て
み
た
い
し
、
聞

い
て
み
た
い
で
す
。 

現
地
の

方
々
の
反
応
を
、
こ
の
目
で
確

か
め
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

棺
を
通
し
て
、
人
と
人
の
繋
が

り
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を

信
じ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

故
人
の
生
き
様
を
象
徴
す
る
お
棺
届
け
て

自己紹介＝栗原正宗、共
栄の 3代目代表取締役社
長。かつて材木業だった
会社は、57年にわたり
広島県福山市で棺をつく
り続けてきました。私た
ちはこれまでに、メイド
インジャパンの棺を 100
種類以上開発し、日本文
化を称えるコラボレーシ
ョンも手がけてきまし
た。私たちにとっての棺
は、あなたがどんな人だ
ったかを表現するもので
あり、日々商品開発に取
り組んでおります。

（連載4）

株式会社共栄代表取締役社長

栗原正宗

ニューヨークで初の
　入棺体験お手伝い

Memento Mori in NYC
The Art of 

Japanese Life & Death
11月 5日・6日　10:00～ 19:00

RESOBOX（91E 3rd St）
www.mementomori-nyc.com

チケット購入はウェブサイトから
https://resobox.com/events/

　

金
融
情
報
サ
イ
ト
の
ウ
ォ
レ

ッ
ト
ハ
ブ
は
、
10
代
ド
ラ
イ
バ

ー
に
と
っ
て
運
転
環
境
が
優
れ

た
州
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
、

Ｎ
Ｙ
州
が
３
年
連
続
で
１
位
に

選
ば
れ
た
。
同
サ
イ
ト
は
、
米

国
勢
調
査
局
や
運
輸
局
な
ど
の

連
邦
機
関
、
自
動
車
協
会
（
Ａ

Ａ
Ａ
）、
民
間
の
交
通
安
全
擁

護
団
体
な
ど
の
今
年
７
月
28
日

ま
で
の
１
年
間
の
デ
ー
タ
を
基

に
、
10
代
ド
ラ
イ
バ
ー
の
死
亡

率
を
含
む
安
全
性
、
平
均
ガ
ソ

リ
ン
価
格
や
交
通
違
反
の
最
高

罰
金
額
を
含
む
経
済
環
境
、
段

階
的
運
転
免
許
制
度（
Ｇ
Ｄ
Ｌ
）

の
導
入
な
ど
運
転
に
関
す
る
法

律
の
３
つ
の
側
面
か
ら
、
23
項

目
で
各
州
を
１
０
０
点
満
点
で

評
価
し
た
。１
位
の
Ｎ
Ｙ
州
は
、

10
代
の
交
通
事
故
死
亡
率
と

「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
運
転
違
反

率
が
国
内
で
４
番
目
に
低
く
、

安
全
性
と
法
律
面
で
２
位
、
経

済
環
境
で
は
17
位
、
総
合
72
・

14
点
だ
っ
た
。
ま
た
人
口
当
た

り
の
教
習
所
数
が
最
も
多
く
、

飲
酒
や
薬
物
の
影
響
の
あ
る
状

態
で
の
運
転
（
Ｄ
Ｕ
Ｉ
）
逮
捕

数
も
３
番
目
に
少
な
か
っ
た
。

　

運
輸
省
道
路
交
通
安
全
局
に

よ
る
と
、
Ｚ
世
代
が
関
わ
る

交
通
事
故
発
生
率
は
、
人
口

10
万
人
当
た
り
14
・
81
人
で
、

２
０
２
３
年
で
は
同
世
代
の
ス

ピ
ー
ド
違
反
が
原
因
の
交
通
事

故
で
約
６
０
０
０
人
が
死
亡
し

た
。
同
ラ
ン
キ
ン
グ
の
以
下
、

上
位
５
位
は
２
位
オ
レ
ゴ
ン
、

３
位
Ｎ
Ｊ
、
４
位
イ
ン
デ
ィ
ア

ナ
、
５
位
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
、

最
下
位
50
位
は
モ
ン
タ
ナ
、
49

位
ミ
ズ
ー
リ
、
48
位
ミ
シ
シ
ッ

ピ
ー
、
47
位
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
、

46
位
ア
ラ
バ
マ
州
。

10
代
が
安
全
に
運
転

で
き
る
州
番
付
発
表

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
皆
様
、
テ

ー
ブ
ル
ス
タ
イ
ル
茶
道
家
の
田

村
と
も
こ
で
す
。

　

テ
ー
ブ
ル
ス
タ
イ
ル
茶
道

は
、
畳
の
茶
道
の
学
び
は
そ
の

ま
ま
に
、
現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
て
テ
ー
ブ
ル
と

椅
子
に
座
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
と

お
茶
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

茶
道
で
す
。
今
月
は
「
子
ど
も

茶
道
の
取
り
組
み
」に
つ
い
て
。

茶
道
は
、
精
神
性
や
礼
節
な
ど

も
学
び
ま
す
。

　

現
在
、
保
育
園
の
授
業
に
取

り
入
れ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
子
ど
も
達
は
お
茶
を
シ

ャ
カ
シ
ャ
カ
と
自
分
達
で
点
て

て
、「
お
先
に
」
と
隣
の
お
友

達
に
挨
拶
を
交
わ
し
て
か
ら
、

お
抹
茶
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

と
て
も
美
味
し
い
！
と
残
さ

ず
飲
み
ほ
し
て
、
と
び
っ
き
り

の
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
事
が

と
て
も
嬉
し
く
、
子
ど
も
の
頃

の
体
験
は
、
き
っ
と
心
の
中
に

残
る
貴
重
な
思
い
出
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
か
らZoom

で
繋
が

り
、
茶
道
を
通
し
て
「
心
の
在

り
方
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？

（
た
む
ら
・
と
も
こ
、
椿
の
会
　

テ
ー
ブ
ル
茶
道
師
範
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

t.tomo@tasei.jp
Instagram
tomo. tamura 

テーブルスタイル
茶道を
　ご一緒に (10)

田村ともこ

 

子
ど
も
茶
道

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
と
邦
人
医
療
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
共
催
す
る
秋

の
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
（
後
援
・
Ｎ

Ｙ
日
本
総
領
事
館
）
で
、
Ｎ
Ｙ

日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
企

画
す
る
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
大
学
・

大
人
の
教
養
講
座
シ
リ
ー
ズ
」

の
対
面
式
セ
ミ
ナ
ー
が
10
月
３

日
午
後
に
Ｊ
Ａ
Ａ
で
開
催
さ
れ

た
。

　
「
２
０
２
６
年
版
、
最
新
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
考
え
る
日
本
の

老
後
・
相
続
対
策
」
と
題
し
、

一
般
社
団
法
人
日
本
リ
レ
ー
シ

ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
協
会
代
表
理
事

の
山
口
里
美
さ
ん
が
講
演
、
続

い
て
「
食
べ
方
は
、
生
き
方　

〜
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
元
気
に
暮

ら
す
、
二
十
四
節
気
の
お
う
ち

薬
膳
〜 

」
を
お
う
ち
薬
膳
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
曽
谷
由
佳
さ

ん
が
講
演
し
た
。
両
講
師
共
に

フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ラ
ン
ド
社
（
本

社
大
阪
市
、河
本
扶
美
子
社
長
）

の
マ
イ
ベ
ス
ト
プ
ロ
が
派
遣
す

る
講
師
。

　

山
口
さ
ん
は
遺
言
書
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
で
き
る
制
度
設
計
が

進
ん
で
い
る
こ
と
や
海
外
在
住

者
の
利
便
性
向
上
が
期
待
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
、

現
在
は
公
正
証
書
遺
言
書
が
最

も
安
全
と
さ
れ
る
と
述
べ
た
。

ま
た
、
成
年
後
見
制
度
も
大
き

く
変
わ
り
、
必
要
な
時
だ
け
利

用
で
き
る
制
度
に
な
る
こ
と
も

解
説
し
た
。

　

相
続
対
策
は
、
元
気
な
う
ち

に
進
め
る
必
要
を
強
調
し
た
。

今
で
き
る
こ
と
は
、
財
産
を
可

視
化
す
る
、
ス
マ
ホ
な
ど
の
パ

ス
ワ
ー
ド
も
控
え
て
お
く
。「
財

産
目
録
よ
り
も
ス
マ
ホ
の
中
身

が
分
か
ら
な
い
方
が
困
る
」
実

態
も
紹
介
。
元
気
な
う
ち
に
任

意
後
見
契
約
を
す
る
こ
と
が
大

事
だ
と
し
た
。
現
在
は
、
家
族

が
日
本
に
い
な
く
て
も
日
本
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
時
代
に
な

っ
て
お
り
、
不
動
産
売
却
、
老

人
ホ
ー
ム
選
び
、
墓
じ
ま
い
、

介
護
施
設
の
身
元
保
証
な
ど
が

民
間
の
サ
ー
ビ
ス
で
受
け
ら
れ

る
現
状
を
紹
介
し
た
。
個
別
相

談
も
多
く
、
時
間
を
延
長
し
て

対
応
し
た
。

　

曽
谷
さ
ん
は
、「
薬
膳
は
、

暮
ら
し
と
未
来
を
や
さ
し
く
整

え
る
知
恵
」
と
し
て
、
ス
ー
パ

ー
の
食
材
で
も
薬
膳
に
な
る
こ

と
、
季
節
、
か
ら
だ
、
食
卓
、

人
生
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
食

卓
を
整
え
る
積
み
重
ね
の
大
切

さ
を
解
説
し
た
。
そ
の
中
で
、

薬
膳
は
「
特
別
な
料
理
名
」
で

は
な
く
、
食
べ
方
の
知
恵
で
あ

る
と
述
べ
た
。
太
陽
の
動
き
を

も
と
に
季
節
を
15
日
ご
と
に
分

け
た
二
十
四
節
気
と
い
う
考
え

方
も
紹
介
。代
表
的
な
節
気
は
、

立
春
、
春
分
、
立
夏
、
夏
至
、

立
秋
、
秋
分
、
立
冬
、
冬
至
な

ど
。
季
節
に
沿
っ
た
食
生
活
が

健
康
に
良
い
と
し
た
。「
季
節

を
知
り
、か
ら
だ
の
声
を
聞
き
、

食
卓
を
整
え
る
、
そ
の
積
み
重

ね
が
、
人
生
を
作
っ
て
い
き
ま

す
」
と
述
べ
、
会
場
の
参
加
者

が
熱
心
に
聴
講
し
て
い
た
。

山
口
氏
が
日
本
の
老
後
と
相
続

曽
谷
氏
が
二
十
四
節
気
の
薬
膳

マイベストプロ講演会
NY日系人会ヘルスフェア

　
左
か
ら
原
茂
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
、
曽

谷
さ
ん
、
山
口
さ
ん
、
河
本
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ラ
ン
ド
社
長

https://nihon-kikoku.com/
http://www.startsnewyork.com
http://www.mementomori-nyc.com
https://resobox.com/events/
mailto:t.tomo@tasei.jp
mailto:t.tomo@tasei.jp
mailto:t.tomo@tasei.jp
mailto:t.tomo@tasei.jp
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な
い
が
同
地
区
は
、
20
世
紀
に

店
舗
や
教
会
が
集
ま
る
ス
ペ
イ

ン
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
発

展
し
、
７
〜
８
番
街
の
１
ブ
ロ

ッ
ク
は
「
カ
ジ
ェ
・
カ
ト
ル

セ
（
14
丁
目
）」
ま
た
は
リ
ト

ル
・
ス
ペ
イ
ン
と
呼
ば
れ
て
い

た
。
ス
ペ
イ
ン
人
移
民
が
定
住

し
始
め
、
新
参
者
の
支
援
や
交

流
の
場
と
し
て
１
８
６
８
年
に

創
設
し
た
ラ
・
ナ
シ
オ
ナ
ル
―

ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
・
ビ
ネ
ボ
ラ
ン

ト
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
（
西
14
丁
目

２
３
９
番
地
）
は
、
現
在
も
Ｎ

Ｙ
市
に
住
む
ス
ペ
イ
ン
系
市
民

の
言
語
や
文
化
の
継
承
を
促
し

て
い
る
。
１
９
９
０
年
代
中
旬

ま
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
た
ス

ペ
イ
ン
の
守
護
神
を
祀
る
聖
ヤ

コ
ブ
祭
で
は
パ
レ
ー
ド
の
ほ

か
、
住
民
た
ち
は
伝
統
料
理
や

音
楽
、
踊
り
を
楽
し
ん
だ
。
ま

た
俳
優
ロ
バ
ー
ト
・
デ
・
ニ
ー

ロ
は
芸
術
家
の
母
バ
ー
ジ
ニ

ア
・
ア
ド
ミ
ラ
ル
と
50
年
代
に

２
１
９
番
地
の
ス
タ
ジ
オ
の
最

上
階
に
住
ん
で
い
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
。

　

高
市
政
権
と
中
国
の
関
係
は

冷
え
切
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

現
象
は
、
小
泉
純
一
郎
氏
が
現

職
総
理
と
し
て
靖
国
参
拝
を
続

け
た
時
期
に
も
あ
っ
た
。
ま
た

野
田
佳
彦
政
権
が
尖
閣
国
有
化

を
進
め
た
際
に
も
類
似
の
現
象

は
あ
っ
た
。
端
的
に
言
え
ば
、

中
国
共
産
党
が
人
事
の
季
節
を

迎
え
て
、
勢
力
の
競
い
合
う
な

か
で
は
、
妥
協
で
き
る
権
力
を

持
つ
人
物
が
不
在
と
な
る
。
そ

の
た
め
の
現
象
で
あ
り
、
既
視

感
は
強
い
。
け
れ
ど
も
、
日
中

両
国
の
経
済
に
も
悪
影
響
が
出

始
め
て
い
る
わ
け
で
、
改
善
へ

の
模
索
は
必
要
だ
。

　

大
切
な
の
は
、
日
中
関
係
に

お
け
る
原
則
の
堅
持
で
あ
る
。

戦
後
処
理
の
原
則
、
政
治
体
制

の
相
互
理
解
と
い
う
２
つ
の
大

き
な
原
則
が
日
中
間
で
安
定
し

て
い
れ
ば
、
２
国
間
関
係
を
安

定
化
す
る
こ
と
は
可
能
だ
。

　

ま
ず
２
つ
の
う
ち
の
１
点
目

だ
が
、
大
切
な
の
が
日
中
の
戦

後
処
理
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ

れ
は
田
中
角
栄
の
国
交
正
常

化
、
福
田
赳
夫
の
日
中
条
約
に

よ
っ
て
現
在
の
日
中
関
係
の
大

前
提
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に

は
「
周
恩
来
ド
ク
ト
リ
ン
」
と

い
う
大
原
則
が
あ
る
。
こ
れ
は

「
日
本
軍
国
主
義
は
敵
だ
が
、

戦
後
の
平
和
的
な
日
本
人
民
は

敵
で
は
な
い
」
と
し
て
、
そ
の

証
と
し
て
「
日
中
戦
争
の
賠
償

を
日
本
の
現
在
の
世
代
に
は
求

め
な
い
」
と
し
た
こ
と
だ
。

　

そ
れ
と
は
別
に
、
こ
の
時
期

の
中
国
は
国
連
加
盟
を
実
現
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
の
平
和
、
つ
ま
り

「
連
合
軍
の
国
際
連
合
へ
の
改

組
」「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講

和
に
よ
る
日
本
再
独
立
」「
日

米
安
保
に
よ
る
太
平
洋
の
平

和
」
と
い
う
三
点
セ
ッ
ト
を
追

認
し
た
。

　

２
点
目
は
、
相
互
の
価
値
観

を
認
め
る
と
い
う
原
則
で
あ

る
。
日
本
は
、
中
国
が
た
だ
ち

に
公
選
制
の
民
主
主
義
を
導

入
「
で
き
な
い
」
こ
と
を
理
解

し
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
関
し

て
内
政
干
渉
を
行
っ
た
こ
と
は

な
い
し
、
今
後
も
し
な
い
で
あ

ろ
う
。
そ
の
反
対
に
、
中
国
も

戦
後
日
本
の
民
主
政
体
を
批
判

す
る
こ
と
や
、
こ
れ
に
干
渉
す

る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

し
、
実
際
に
行
っ
て
い
な
い
。

　

こ
こ
ま
で
の
２
点
を
背
景

に
、
経
済
協
力
、
国
際
分
業
に

よ
る
不
可
分
の
経
済
関
係
が
あ

る
。
何
よ
り
も
、
改
革
開
放
政

策
採
用
以
来
の
中
国
へ
は
、
日

本
は
技
術
移
転
を
惜
し
ま
な
か

っ
た
。
こ
れ
は
過
度
の
空
洞
化

を
も
た
ら
し
た
が
、
現
在
の
中

国
は
依
然
と
し
て
日
本
経
済
の

生
産
拠
点
で
あ
り
、
同
時
に
巨

大
な
消
費
地
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
両
国
は
相
互
の
経
済
互

恵
関
係
を
前
提
と
し
て
国
が
成

り
立
っ
て
い
る
と
も
言
え
、
こ

の
点
に
つ
い
て
は
今
世
紀
に
入

っ
て
も
全
く
変
わ
り
は
な
い

し
、
変
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

さ
て
、
現
状
は
ど
う
か
と
い

う
と
、
こ
の
２
つ
の
原
則
が
理

解
さ
れ
な
い
ま
ま
混
ざ
り
合
っ

て
い
る
、
問
題
は
こ
の
点
に
尽

き
る
と
言
え
よ
う
。
具
体
的
に

言
え
ば
、
高
市
総
理
が
、
台
湾

海
峡
に
お
け
る
軍
事
紛
争
の
可

能
性
を
深
刻
視
す
る
発
言
を
行

っ
た
の
は
、
２
つ
目
の
観
点
か

ら
で
あ
る
。
中
国
が
台
湾
と
の

関
係
に
お
い
て
力
に
よ
る
現
状

変
更
を
試
み
る
と
い
う
こ
と

は
、
自
由
と
民
主
主
義
の
理
念

を
採
用
し
て
い
る
地
域
が
権
威

主
義
体
制
に
編
入
さ
れ
、
日
本

と
直
接
国
境
を
接
す
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
中
国
は
一
国
二
制

度
を
適
用
す
る
と
主
張
す
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
香
港
で
起
き

た
先
例
を
見
れ
ば
信
じ
る
の
は

難
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の

よ
う
な
可
能
性
を
深
刻
視
し
た

発
言
を
行
っ
た
、
そ
れ
以
上
で

も
以
下
で
も
な
い
。

　

問
題
は
こ
れ
に
対
し
て
、
１

点
目
の
原
則
を
適
用
し
て
論
戦

が
起
き
て
い
る
こ
と
だ
。
中
国

高
官
の
発
言
は
「
日
本
で
は
軍

国
主
義
が
復
権
し
て
い
る
」
と

い
う
１
点
目
の
原
則
か
ら
の
批

判
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

勘
違
い
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本

側
と
し
て
も
、
今
回
の
論
戦
の

中
で
靖
国
参
拝
を
推
進
し
よ
う

な
ど
と
、
１
点
目
の
原
則
に
抵

触
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
煽

っ
て
対
抗
し
よ
う
と
い
う
動
き

も
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
中
国

側
か
ら
は
「
周
ド
ク
ト
リ
ン
が

崩
れ
る
懸
念
」
つ
ま
り
「
日
本

の
現
代
世
代
は
20
世
紀
の
軍
国

主
義
の
正
当
化
を
行
っ
て
お

り
、
こ
れ
は
現
在
進
行
形
で
の

敵
視
で
あ
る
」
と
い
う
見
方
が

出
て
き
て
し
ま
う
。

　

こ
う
し
た
論
戦
は
誤
っ
て
い

る
し
、
全
く
の
不
毛
で
あ
る
。

高
市
氏
の
懸
念
は
２
点
目
、
つ

ま
り
理
念
の
違
う
同
士
が
共
存

し
て
ゆ
く
と
い
う
「
現
状
」
を

重
視
し
、
力
に
よ
る
変
更
に
反

対
し
つ
つ
現
状
維
持
を
主
張
し

た
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
で

も
以
下
で
も
な
い
。
な
に
よ
り

も
、
こ
の
誤
解
を
解
か
な
く
て

は
今
後
に
禍
根
を
残
す
で
あ
ろ

う
。
一
方
で
、
第
一
の
点
を
巡

っ
て
「
周
ド
ク
ト
リ
ン
」
そ
の

も
の
を
壊
そ
う
と
い
う
愚
か
な

論
戦
は
、
双
方
が
徹
底
し
て
自

制
す
べ
き
だ
。

　

米
国
保
守
派
の
中
に
は
「
台

湾
放
棄
＋
第
２
列
島
線
ま
で
撤

退
」
な
ど
と
い
う
強
め
の
孤
立

主
義
も
散
見
さ
れ
る
時
代
で
あ

る
。
日
本
は
一
段
と
冷
静
に
な

っ
て
、
原
則
に
戻
り
つ
つ
日
中

関
係
の
正
常
化
を
進
め
る
時
期

と
考
え
る
。

（
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
）

日
中
間
の
２
大
原
則
、

大
前
提
に
立
ち
戻
る
時

　

先
日
、
ロ
イ
タ

ー
通
信
が
報
じ
た

Meta

の
新
型
Ａ

Ｉ
「Muse

」
に
関

す
る
ス
ク
ー
プ
は
、

現
在
の
Ａ
Ｉ
業
界

が
抱
え
る
苦

悩
を
如
実
に

物
語
っ
て
い

る
。M

use

は
ユ
ー
ザ
ー

に
代
わ
っ
て

作
業
を
実
行

す
る
話
題
の
Ａ
Ｉ
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
だ
が
、
通
話

機
能
の
社
内
実
験
に
お

い
て
、
Ａ
Ｉ
で
は
な
く

社
外
の
「
人
間
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
」
が
無
断
で

対
応
処
理
を
行
っ
て
い

た
こ
と
が
発
覚
し
た
の

で
あ
る
。Meta

が
裏

側
に
人
間
を
配
置
し
た

の
に
は
理
由
が
あ
る
。

Ａ
Ｉ
単
独
で
は
電
話
対

応
の
成
功
率
が
ま
だ
低

く
、
成
功
率
95
〜
98
％

の
「
人
の
力
」
を
借
り
る
こ
と

で
、
実
用
化
に
向
け
た
時
間
稼

ぎ
と
デ
ー
タ
収
集
を
行
う
狙
い

が
あ
っ
た
の
だ
。

　

し
か
し
、
こ
の
テ
ス
ト
は
思

わ
ぬ
形
で
頓
挫
す
る
。
あ
る
社

員
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
料

金
を
交
渉
す
る
通
話
中
、
裏
の

委
託
業
者
が
人
種
差
別
的
な
発

言
を
し
、
そ
れ
が
通
話
記
録
に

記
さ
れ
た
こ
と
で
大
問
題
と
な

っ
た
の
だ
。
自
ら
の
指
示
に
Ａ

Ｉ
が
対
応
し
て
い
る
と
信
じ
て

い
た
実
験
参
加
者
の
社
員
に
対

し
、「
実
は
第
三
者
の
人
間
が

通
話
を
聞
い
て
い
る
」
と
明
確

に
伝
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と

が
、
結
果
と
し
て
火
に
油
を
注

ぐ
形
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
社
内
で
は
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
侵
害
へ
の
不
信
感
が
爆
発

し
、Meta

は
有
人
テ
ス
ト
の

即
時
打
ち
切
り
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

Ａ
Ｉ
と
い
う
理
想
と
は
裏
腹

に
人
海
戦
術
に
頼
っ
て
い

た
と
い
う
こ
の
実
態
は
、

Meta

が
抱
え
る
強
い「
焦

り
」
を
透
け
て
見
せ
て
い

る
。
現
在
、
ラ
イ
バ
ル
企

業
各
社
は
自
律
型
Ａ
Ｉ
開

発
で
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
を
繰

り
広
げ
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
王
者
で
あ
るMeta

に

と
っ
て
も
、
次
世
代
の
覇

権
争
い
で
遅
れ
を
と
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
完
璧

な
完
成
を
待
つ
よ
り
、
ま

ず
は
最
先
端
の
体
験
を
形

に
し
よ
う
と
し
た
前
の
め

り
な
姿
勢
こ
そ
が
、
今
回

の
不
透
明
な
実
験
を
生
み

出
し
た
と
言
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

何
か
と
派
手
な
ニ
ュ
ー

ス
を
目
に
す
る
機
会
が
多

い
昨
今
の
Ａ
Ｉ
ブ
ー
ム
だ
が
、

華
麗
な
ニ
ュ
ー
ス
を
鵜
呑
み
に

せ
ず
、
背
後
に
あ
る
Ｉ
Ｔ

企
業
の
焦
燥
や
、
技
術
の

現
状
を
冷
静
に
見
極
め
る

リ
テ
ラ
シ
ー
こ
そ
が
、
い

ま
の
我
々
に
は
不
可
欠
な

時
期
で
は
な
い
か
、
と
強

く
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

（
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）

 江川央の DIGITAL 最前線

 www.egawanakaba.com

AI の背後に潜む人間の影：
Meta「Muse」に見る IT 企業の苦悩

　

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
文
化
遺
産
月

間
中
の
９
月
21
日
、
チ
ェ
ル
シ

ー
と
グ
リ
ニ
ッ
ジ
ビ
レ
ッ
ジ
地

区
の
堺
、
西
14
丁
目
と
８
番
街

の
交
差
点
に
新
た
な
名
称
「
リ

ト
ル
・
ス
ペ
イ
ン
―
ラ
・
ナ
シ

オ
ナ
ル
・
ウ
ェ
イ
」
が
追
加
さ

れ
た
。

　

リ
ト
ル
・
イ
タ
リ
ー
や
チ
ャ

イ
ナ
タ
ウ
ン
ほ
ど
の
規
模
で
は

西
14
丁
目
が

ス
ペ
イ
ン
通
り

　

日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス 

（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
、
望
月
良
子
理

事
長
）
は
10
月
2
日
、
イ
エ
ー

ル
ク
ラ
ブ
で
創
立
45
周
年
記
念

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
デ
ィ
ナ
ー
を

開
催
し
た
。
当
日
は
１
３
７
人

が
参
加
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
は
１
９
８
１
年

に
創
立
以
来
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

無
償
で
提
供
し
て
い
る
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
の
非
営
利
団
体
。
日

常
生
活
を
す
る
上
で
直
面
す
る

問
題
か
ら
、
言
語
、
文
化
お
よ

び
制
度
の
違
い
に
よ
っ
て
生
じ

る
複
雑
な
問
題
ま
で
、
支
援
を

必
要
と
す
る
人
た
ち
の
生
活
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
専
門
教
育
・
訓
練
を
受
け

た
日
英
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
ス
タ
ッ

フ
が
、
守
秘
義
務
を
守
っ
て
相

談
に
応
じ
て
お
り
年
間
支
援
者

数
は
２
０
２
６
年
度
１
４
０
６

人
に
上
っ
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
に
支
援
を
求
め

ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
77
％

の
人
が
低
所
得
か
ら
中
所
得
世

帯
に
属
し
、
８
割
（
高
齢
者
は

94
％
）
が
日
本
語
で
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ

に
登
録
し
て
い
る
４
６
０
人
の

う
ち
、
50
％
以
上
が
一
人
暮
ら

し
だ
。
シ
ニ
ア
の
支
援
者
数
は

２
０
２
３
年
と
比
べ
て
77
％
増

加
し
て
お
り
、
今
後
も
早
い
ス

ピ
ー
ド
で
増
加
す
る
と
予
想
さ

れ
る
。
１
９
７
０
年
代
前
後
に

来
米
し
た
世
代
が
そ
ろ
そ
ろ
90

歳
台
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
事
情
か
ら
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ

は
創
立
以
来
す
べ
て
の
サ
ー
ビ

ス
を
無
料
で
提
供
し
て
い
る
。

主
な
活
動
資
金
は
、
政
府
助
成

金
や
財
団
基
金
、
企
業
や
個
人

か
ら
の
寄
付
金
に
頼
っ
て
い

る
。

　

会
場
で
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
の
サ

ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
公
的
社
会
福

祉
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
人
や
行
方
不
明

に
な
っ
て
い
た
妹
を
探
す
こ
と

が
で
き
た
人
か
ら
の
「
Ｊ
Ａ
Ｓ

Ｓ
Ｉ
は
闇
夜
を
照
ら
す
灯
台
の

よ
う
だ
」
と
の
感
謝
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

今
年
の
ア
ワ
ー
ド
は
、
Ｊ
Ａ

Ｓ
Ｓ
Ｉ
が
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入

居
し
て
い
る
非
営
利
福
祉
団
体

ハ
ミ
ル
ト
ン
・
マ
ジ
ソ
ン
ハ
ウ

ス
（
イ
ザ
ベ
ラ
・
チ
ン
代
表
）

に
贈
ら
れ
、
望
月
理
事
長
か
ら

シ
ン
シ
ア
・
フ
ァ
ン
・
マ
ネ
ー

ジ
ン
グ
・
エ
ク
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
＝
写
真
（
右
）

＝
に
記
念
の
盾
が
渡
さ
れ
た
。

　

45
周
年
式
典
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
総
領
事
の
片
平
聡
大
使
が

祝
辞
を
述
べ
、
先
ご
ろ
公
邸
で

望
月
理
事
長
に
授
与
し
た
在
外

公
館
長
表
彰
を
再
度
会
場
で
文

面
を
読
み
上
げ
て
来
場
者
の
前

で
披
露
し
た
。
望
月
理
事
長
は

「
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
の
コ
ア
で
あ
る

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
何
が
な
ん
で

続
け
て
行
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
し
、
そ
れ
を
次
世
代
に
繋
げ

て
共
有
し
て
存
続
さ
せ
な
く
て

は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

当
日
は
企
業
や
個
人
か
ら
寄

付
さ
れ
た
絵
画
な
ど
の
ギ
フ
ト

商
品
が
会
場
に
並
べ
ら
れ
、
ベ

ネ
フ
ィ
ッ
ト
サ
イ
レ
ン
ト
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
お
目

当
て
の
出
展
品
を
巡
っ
て
競
り

合
う
光
景
も
見
ら
れ
盛
況
だ
っ

た
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
は

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
徳
永
恵

子
、
愛
子
・
ハ
イ
デ
ィ
・
デ
ィ

ロ
ン
、
チ
ェ
ロ
の
ジ
ュ
リ
ア
・

リ
ー
が
演
奏
、
総
合
司
会
は
合

田
沙
お
り
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
45
周
年
祝
う

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
デ
ィ
ナ
ー
開
催

ハ
ミ
ル
ト
ン
・
マ
ジ
ソ
ン
ハ
ウ
ス
を
表
彰

https://goshikiprinting.com/
https://event.slidemethod.com/gift
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.egawanakaba.com
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ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
日
本
文

化
セ
ン
タ
ー
は
11
月
5
日（
木
）

午
後
6
時
か
ら
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
レ
ン
フ
ェ
ス
ト
芸
術
セ
ン

タ
ー
の
オ
ッ
ト-

バ
ー
ン
ス
テ

ー
ン
上
映
室
（
西
１
２
９
丁
目

６
１
５
番
地
）
で
、映
画
監
督
・

三
宅
唱
氏
の
講
演
会「Lecture 

and Conversation with 
M
iyake Shō on Cinema, 
Japan, and His Visions 

」

を
開
催
す
る
。

　

三
宅
氏
は
１
９
８
４
年
、
北

海
道
生
ま
れ
。
一
橋
大
学
で
社

会
学
を
修
め
た
後
、
東
京
の
映

画
学
校
で
劇
映
画
制
作
を
学

ぶ
。
２
０
１
２ 

年
、
長
編
デ

ビ
ュ
ー
作
『Playback

』
が
ロ

カ
ル
ノ
国
際
映
画
祭
で
プ
レ
ミ

ニューヨーク歴史研究会通信
■第127回例会／令和8年10月例会 
開催日： 令和8年10月15日（木曜日）
会　場： 日系人会ホール（49 West 45th 
Street, 5th Floor, New York, NY 10036）
演　題：沖縄の持つ意味 
 ―琉球王国からの歴史、
 そして国防の最前線へ―
開　場： 17:45（講演開始まで軽飲食）
時　間： 18:15 ～20:30
講　師： 髙崎康裕（会長）
会　費： 会員 20ドル・一般30ドル
 （初回参加無料）
申　込： NY JAA（日系人会）
 info@jaany.org もしくは 
 212-840-6942 
　9月の知事選に全国の注目が集まった沖
縄。今月は、琉球王国時代から沖縄戦、米
国統治を経て本土復帰へと続く歴史を辿り
ながら、基地問題と「沖縄の民意」、さら
に今日の東アジアの安全保障情勢にも目を
向け、「沖縄の持つ意味」を考えます。

ニューヨーク歴史研究会 
since 2011
Historical Studies Group New York Inc.
http://www.nyrekishikenkyu.org/ 

ア
上
映
さ
れ
、
こ
れ
を
機
に
ベ

ル
リ
ン
、
ロ
カ
ル
ノ
を
は
じ
め

世
界
各
地
の
映
画
祭
で
作
品
が

上
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

三
宅
作
品
の
特
色
は
、
登
場
人

物
同
士
、
そ
し
て
登
場
人
物
と

カ
メ
ラ
の
間
に
生
ま
れ
る
自
然

体
で
気
負
い
の
な
い
関
係
性
に

あ
る
。
そ
の
親
密
な
作
風
は
国

際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
、
米

イ
ン
デ
ィ
ワ
イ
ヤ
ー
誌
は
「
世

代
を
代
表
す
る
、
最
も
優
れ
、

最
も
情
感
豊
か
な
日
本
人
監
督

の
一
人
」
と
評
し
た
。

　

躍
進
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
は
『
ケ
イ
コ 

目
を
澄
ま
せ

て
』（
２
０
２
２
年
）
と
『
夜

明
け
の
す
べ
て
』（
24 

年
）

で
、
い
ず
れ
も
ベ
ル
リ
ン
国

際
映
画
祭
に
選
出
さ
れ
た
。

さ
ら
に 

25
年
公
開
の
『
旅
と

日
々
』（Two Seasons, Two 

Strangers

）
は
、
漫
画
家
・

つ
げ
義
春
の
2
作
品
を
原
作
に

再
構
成
し
た
意
欲
作
で
、
ロ
カ

ル
ノ
国
際
映
画
祭
最
高
賞
で
あ

る
金
豹
賞
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
レ

パ
ー
ド
）
を
受
賞
し
た
。

　

入
場
無
料
、
要
予
約
。
希
望

者
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト http://

www.keenecenter.org

の

「Programs

」
か
ら
登
録
す

る
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー

ルdonald-keene-center@
columbia.edu

（
ニ
イ
ヤ
さ
ん
）

ま
で
。

映
画
監
督
・
三
宅
唱
氏

　

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
で
講
演
へ

　

全
米
各
地
で
活
躍
す
る
日
本

人
ラ
グ
ビ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
一

堂
に
会
す
る「
Ｕ
Ｓ
ラ
グ
ビ
ー
・

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
」
が
３
日
、

秋
晴
れ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ラ

ン
ド
ー
ル
ズ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
た
。

　

記
念
す
べ
き
第
20
回
を
迎
え

た
今
大
会
は
、
設
立
40
周
年
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
オ
ー
ル
・
ジ

ャ
パ
ン
（
Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｊ
）
が
ホ
ス

ト
を
務
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

日
本
人
ラ
グ
ビ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
を
支
え
て
き
た
ク
ラ
ブ
の

歩
み
を
祝
う
熱
気
が
あ
ふ
れ

た
。

　

大
会
に
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、

シ
ア
ト
ル
、
シ
カ
ゴ
、
フ
ロ
リ

ダ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
60
人

を
超
え
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
集

結
。
幅
広
い
世
代
の
選
手
た
ち

が
東
西
2
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

第
1
試
合
は
西
軍
が
17
対
0

で
快
勝
し
、
続
く
第
2
試
合
も

12
対
10
の
接
戦
を
制
し
て
連

勝
。
し
か
し
第
3
試
合
で
は
東

軍
が
15
対
5
で
意
地
を
見
せ
、

全
3
試
合
を
通
じ
て
会
場
を
大

い
に
沸
か
せ
た
。

　

大
会
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾

っ
た
の
は
、
恒
例
の
「Over 

40's

」
戦
。
65
歳
を
超
え
る
ベ

テ
ラ
ン
勢
も
若
々
し
い
プ
レ

ー
で
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
駆
け
回
り
、

年
齢
を
重
ね
て

も
な
お
ラ
グ
ビ

ー
に
夢
中
に
な

る
選
手
た
ち
の

笑
顔
と
情
熱
が

観
客
を
魅
了
し

た
。
Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｊ

の
40
年
の
歴
史

を
築
い
て
き
た

世
代
と
、
こ
れ

か
ら
を
担
う
世

代
が
同
じ
フ
ィ

ー
ル
ド
に
立
つ

姿
は
、
節
目
の

年
に
ふ
さ
わ
し

い
光
景
だ
。

　

試
合
後
は
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
レ
ス
ト
ラ
ン

「
五
行 

グ
ラ
マ
シ
ー
」
で
祝
宴

会
が
開
催
さ
れ
た
。
サ
ッ
ポ
ロ

ビ
ー
ル
、
サ
ン
ト
リ
ー
、
一
風

堂
、BentOn

を
は
じ
め
多
く

の
日
系
企
業
が
協
賛
し
、
選
手

と
家
族
、サ
ポ
ー
タ
ー
が
集
い
、

大
会
の
余
韻
と
と
も
に
40
周
年

を
祝
い
交
流
を
深
め
た
。
ラ
グ

ビ
ー
が
つ
な
ぐ
在
米
日
本
人
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
絆
を
実
感
さ

せ
た
熱
い
一
日
と
な
っ
た
。

全米ラグビー日本杯
第
20
回
大
会
Ｎ
Ｙ
で

Ｎ
Ｙ
オ
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
40
周
年
祝
う

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
女

子
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
、
吉
田
実

代
が
11
月
８
日
（
日
）、
テ
キ

サ
ス
州
ア
ー
リ
ン
ト
ン
の
カ

レ
ッ
ジ
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
るMost Valuable 

Promotions

（
Ｍ
Ｖ
Ｐ
）
主

催
の
女
子
ボ
ク
シ
ン
グ
世
界
大

会
「MVPW-07

」
に
出
場
す

る
。
世
界
三
階
級
制
覇
を
賭
け

た
Ｗ
Ｂ
Ｃ
女
子
世
界
ス
ー
パ
ー

バ
ン
タ
ム
級
タ
イ
ト
ル
に
挑
戦

す
る
。

　

吉
田
は
鹿
児
島
県
出
身
。
こ

れ
ま
で
Ｗ
Ｂ
Ｏ
女
子
世
界
ス
ー

パ
ー
フ
ラ
イ
級
王
座
を
２
度
、

Ｉ
Ｂ
Ｆ
女
子
世
界
バ
ン
タ
ム
級

王
座
を
１
度
獲
得
し
、
２
階
級

で
通
算
３
度
の
世
界
王
者
と
な

っ
て
い
る
。２
０
２
３
年
に
は
、

試
合
決
定
か
ら
わ
ず
か
２
週
間

足
ら
ず
で
当
時
の
Ｉ
Ｂ
Ｆ
世
界

王
者
エ
バ
ニ
ー
・
ブ
リ
ッ
ジ
ス

に
挑
戦
し
、
判
定
勝
利
で
世
界

王
座
を
獲
得
し
た
。

　

現
在
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠

点
に
活
動
し
、
今
回
１
２
２
ポ

ン
ド
の
ス
ー
パ
ー
バ
ン
タ
ム
級

で
自
身
３
階
級
目
と
な
る
世
界

王
座
獲
得
に
挑
戦
す
る
。
対
戦

相
手
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
代

表
と
し
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
し
、
現
在
Ｗ
Ｂ
Ｃ
女
子

世
界
ス
ー
パ
ー
バ
ン
タ
ム
級
王

者
で
あ
る
ス
カ
イ
・
ニ
コ
ル
ソ

ン
選
手
。

　

吉
田
は
「
Ｗ
Ｂ
Ｃ
世
界
タ
イ

ト
ル
に
挑
戦
す
る
こ
と
は
、
単

な
る
一
選
手
の
世
界
戦
に
と
ど

ま
ら
ず
、
日
本
の
女
子
ボ
ク
シ

ン
グ
、
そ
し
て
日
本
人
女
性
ア

ス
リ
ー
ト
の
存
在
を
米
国
・
世

界
へ
発
信
で
き
る
大
き
な
機
会

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

テ
キ
サ
ス
と
い
う
地
で
日
本
人

選
手
が
世
界
最
高
峰
の
舞
台
に

立
つ
こ
の
機
会
に
、
も
し
可
能

で
し
た
ら
、
何
ら
か
の
形
で
ご

関
心
・
ご
支
援
を
い
た
だ
け
ま

し
た
ら
大
変
光
栄
で
す
」
と
話

し
て
い
る
。

吉
田
実
代
タ
イ
ト
ル
戦

11
月
8
日  

世
界
三
階
級
制
覇
に
挑
戦 全米から集まった日本人ラガーマンたち（ランドールズ島で）

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://myriverside.net/home
https://michaeldunnlaw.com
https://www.maxjob.com/
mailto:info@jaany.org
http://www.nyrekishikenkyu.org/
http://www.keenecenter.org
http://www.keenecenter.org
http://www.keenecenter.org
http://www.keenecenter.org
mailto:donald-keene-center@columbia.edu
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Doomsday Prepper 世界の破局に備える人々
　アメリカでは、大惨事による破局の到来を心配して、自分や家族の身を守ろうとする
Doomsday Prepper（破局に備える人々）が話題になっています。　Doomsday とはキリスト
教では「最後の審判の日」ですが、それが転じて戦争・社会的混乱や自然災害による大惨事
の発生を意味するようになりました。　Prepper は Prepare（準備する）に由来する言葉です。

　ニューヨーク・タイムズは、万一に備えるDoomsday Prepper のためにBunker（地下の避難場所）を提供するビ
ジネス（Panic Industry とも呼ぶ）が、南西部の州で盛況だと報じました。その一例が、アリゾナ州でAtlas 社が提
供する各種の避難所です。　既存の家の地下に設置するシェルターから、専用の土地に電気システム、空気清浄機、
水源・排水設備を完備した、まるで地下街のようなBunker 群まで、さまざまな規模のものがあります。大規模の
Bunker には食べ物や薬などの生存に必要なものが大量に貯蔵されており、広い空間には娯楽や運動施設も整備され、
長期間の避難生活が可能だとされます。　価格は、その規模に応じて最低でも数万ドルからで、上は無限です。
　テレビの特別番組でも、大金持ちではない一般の人々の中に、Prepper になることを検討する人が増えている実
態が報道されています。地震や気候災害の多い日本で、国民が数日間の避難に備えることは普通のことです。しか
し、今アメリカで戦争や内乱、風水害や地震などの自然災害、大規模火災やパンデミックなどが人々を不安にし、
Doomsday Prepper にしているというニュースは、興味深いです。加えて、先日、AI産業をリードする人々の一部が、
AIの歯止めの効かない進歩は人類を滅ぼしうる趣旨の発言をしたことが、Doomsday Prepper 論議に拍車をかけて
いることも注目されます。 （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）
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本
紙
に
連
載
中
の
コ
ラ
ム「
米
語W

atch

」の
単
行
本
第
２
弾『
ア

メ
リ
カ
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
１
３
１
』（
旦
英
夫
著
）
が
好
評

発
売
中
。「
文
化
・
生
活
」「
社
会
」「
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
技
術
」「
政

治
・
法
律
」
の
4
分
野
か
ら
旬
の
言
葉
を
紹
介
。
米
国
紀
伊
國
屋

書
店
Ｎ
Ｙ
本
店
で
発
売
中
。
本
体
価
格
19
ド
ル
99
セ
ン
ト
。 

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
、
日

本
の
文
化
や
商
品
、
ブ
ラ
ン
ド

を
Ｎ
Ｙ
の
消
費
者
に
紹
介
す
る

施
設「
Ｊ
＋
Ｂ
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
」

（300 7th St., Brooklyn

）で
、

10
月
11
日
（
日
）
正
午
か
ら
午

後
２
時
ま
で
、
日
本
の
お
茶
を

来
場
者
に
体
験
し
て
も
ら
う
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。

　

海
外
で
も
馴
染
み
の
あ
る

「
抹
茶
」
を
、
単
な
る
飲
食
体

験
で
は
な
く
、
日
本
の
伝
統
文

化
・
儀
式
と
し
て
紹
介
す
る
こ

と
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に
新

た
な
日
本
文
化
の
体
験
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
当
日
は
、
田
仲
敦
美

ア
ン
ナ
さ
ん
が
お
点
前
を
披
露

し
、
来
場
者
が
茶
道
の
体
験
を

す
る
。
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
約
10
分

で
、
１
人
か
ら
４
人
の
グ
ル
ー

プ
ず
つ
で
数
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

う
。
参
加
費
無
料
（
チ
ッ
プ
は

歓
迎
）。
予
約
不
要
。

抹茶イベント
Ｊ＋Ｂで 11日に

　

横
浜
市
は
9
月
25
日
、
世

界
最
大
級
の
気
候
変
動
関
連

イ
ベ
ン
ト
「Climate Week 

NYC 2026

」
に
合
わ
せ
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
で
公
式
イ
ベ
ン
ト

「Global Forum on Circular 
Econom

y and Urban 
Resilience

」
を
開
催
し

た
。
昨
年
に
続
き
、Climate 

Week NYC

の
公
式
イ
ベ
ン
ト

を
2
年
連
続
で
実
施
し
た
日
本

の
地
方
自
治
体
は
横
浜
市
が
唯

一
だ
。
今
回
は
企
業
、投
資
家
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
国
際
機

関
、
政
府
・
自
治
体
関
係
者
な

ど
２
３
３
人
が
参
加
し
、
横
浜

が
ア
ジ
ア
で
進
め
る
循
環
経
済

の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

横
浜
で
は
そ
の
約
3
週
間

前
、「
ア
ジ
ア
太
平
洋
循
環
型

都
市
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

フ
ォ
ー
ラ
ム
）」
を
初
開
催
。

国
内
外
52
の
自
治
体
・
機
関
が

参
加
し
、
横
浜
市
が
発
起
都
市

と
し
て
推
進
す
る
「
ア
ジ
ア
循

環
型
都
市
宣
言
制
度
（
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｄ
）」
の
署
名
都
市
も
7
か
国

26
都
市
か
ら
11
か
国
43
都
市
へ

と
拡
大
し
た
。
都
市
間
の
宣
言

に
と
ど
ま
ら
ず
、
具
体
的
な
行

動
に
つ
な
げ
る
ア
ジ
ア
発
の
循

環
型
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
が
進
ん
で
い
る
。

　

Ｎ
Ｙ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

こ
う
し
た
横
浜
と
ア
ジ
ア
で
の

動
き
を
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
Ｗ
Ｅ
Ｆ
）、UN-Habitat

、

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
、
エ
レ
ン
・

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
財
団
な
ど
、
循

環
経
済
に
関
わ
る
国
際
的
な
キ

ー
パ
ー
ソ
ン
や
企
業
、
投
資
家

と
共
有
。
循
環
経
済
を
環
境
政

策
だ
け
で
な
く
、
都
市
の
競
争

力
、
資
源
安
全
保
障
、
投
資
、

産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
に
つ
な
げ
る
視
点
が

議
論
さ
れ
た
。

　

午
前
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
住
友
商
事
、
千

代
田
、
三
菱
電
機
、ENEOS

、

Toyota Ventures

の
日
本
企

業
5
社
が
、
海
外
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
に
自
社
の
課
題
や
投
資
・

連
携
ニ
ー
ズ
を
提
示
す
る
「
リ

バ
ー
ス
ピ
ッ
チ
」
に
登
壇
。
米

国
を
中
心
と
す
る
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
6
社
も
最
新
の
技
術
や
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
紹
介
し
、
企

業
や
投
資
家
と
の
交
流
が
行
わ

れ
た
。

　

２
０
２
７
年
3
月
に
横
浜
で

開
幕
す
る
国
際
園
芸
博
覧
会

「GREEN

×EXPO 2027

」

は
、
花
や
緑
を
入
り
口
に
、
生

物
多
様
性
、
脱
炭
素
、
循
環
型

経
済
な
ど
、
持
続
可
能
な
社
会

の
あ
り
方
を
発
信
す
る
国
際
博

覧
会
だ
。
ア
ジ
ア
で
築
き
つ
つ

あ
る
都
市
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
、
Ｎ
Ｙ
に
集
ま
る
循
環
経
済

分
野
の
国
際
機
関
、
企
業
、
投

資
家
を
結
び
付
け
た
今
回
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
は
、
横
浜
で
の
実
践

を
国
際
的
な
議
論
や
ビ
ジ
ネ
ス

に
つ
な
げ
る
発
信
の
場
と
な
っ

た
。

横浜市と国連事務総長ゼロ・ウェイスト諮問委員会による循環経済をめぐる対談

横
浜
市
が
公
式
イ
ベ
ン
ト
開
催

企
業
と
投
資
家
を
橋
渡
し

循環経済会議NYで
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ボ
ス
ト

ン
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
、
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
５
都
市
を
拠
点
と
す
る
日

系
リ
ム
ジ
ン
会
社
が
提
携
し
、

こ
の
ほ
ど
「
全
米
日
系
リ
ム
ジ

ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ｐ
Ｌ
Ｎ

ー
Ｕ
Ｓ
Ａ
）」
を
結
成
し
た
。

近
年
、
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
や
Ｌ
ｙ
ｆ
ｔ

と
い
っ
た
配
車
ア
プ
リ
が
市
場

を
席
巻
し
て
い
る
が
、
長
年
の

実
績
と
細
か
い
配
慮
が
で
き
る

日
系
リ
ム
ジ
ン
会
社
な
ら
で
は

の
「
お
も
て
な
し
の
心
」
を
大

切
に
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
信
頼
し

て
く
れ
る
顧
客
も
ま
だ
大
勢
い

る
の
は
事
実
。
そ
う
い
っ
た
顧

客
層
に
は
、
米
国
内
の
東
〜
西

海
岸
間
を
出
張
で
移
動
す
る
人

も
多
く
、
日
本
か
ら
団
体
で
来

米
し
て
各
都
市
を
回
る
顧
客
も

い
る
。
こ
れ
ま
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
地
で
個
別
に
リ
ム
ジ
ン
の
手

配
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
が
、
今
後
は
各
社
が
連
携
し

て
各
都
市
で
一
括
で
受
注
が
で

き
る
な
ど
、
顧
客
の
利
便
性
と

満
足
感
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
各
社
の
収
益
向
上

に
も
繋
げ
て
い
く
の
が
同
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
結
成
の
狙
い
だ
。

　

発
足
当
初
の
加
盟
会
社
は
、

オ
ン
タ
イ
ム
・
リ
ム
ジ
ン
（
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
岩
上
裕
社
長
）、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ム
ジ
ン
（
田

中
克
典
社
長
）、
カ
タ
ス
・
イ

ン
ク
（
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
、
加

藤
敦
社
長
）、
Ａ
Ｍ
ワ
ー
ル
ド
・

リ
ム
ジ
ン
（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
＆

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ア
ン
デ

ィ
杉
浦
社
長
）
の
４
社
だ
が
、

こ
れ
か
ら
同
地
区
で
の
競
合
社

や
他
地
域
の
リ
ム
ジ
ン
会
社
な

ど
加
盟
会
社
を
増
や
し
て
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
固
に
し
て
い

く
予
定
。

　

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
初
代
会

長
に
就
任
し
た
オ
ン
タ
イ
ム
・

リ
ム
ジ
ン
の
岩
上
社
長
＝
写
真

＝
は
「
各
社
が
相
互
協
力
し
て

日
系
リ
ム
ジ
ン
会
社
の
強
み
を

活
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
お
客
様
の
満
足
度

を
高
め
、
健
全
な
経
営
を
目
指

し
た
い
。
ま
た
、
若
い
世
代
や

日
本
語
対
応
可
能
な
人
材
を
育

成
し
て
、
業
界
の
活
性
化
と
未

来
へ
の
継
承
を
目
指
し
て
い

く
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

全
米
日
系
リ
ム
ジ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

５
都
市
の
会
社
が
提
携

　

盛
心
塾
Ｎ
Ｙ
は
10
月
31
日

（
土
）
午
後
１
時
か
ら
５
時
ま

で
、
日
系
人
会
館
（
西
45
丁
目

49
番
地
５
階
）
で
「
中
小
企

盛
心
塾
Ｎ
Ｙ
が
講
演
会

中
小
企
業
の
未
来
語
る

業
の
事
業
・
人
・
フ
ィ
ロ
ソ

フ
ィ
ー
の
承
継
〜
現
状
と
課

題
、
そ
し
て
未
来
の
形
に
つ
い

て
〜
」
と
出
し
た
講
演
会
を
開

催
す
る
。
講
師
は
、
日
本
か
ら

来
米
す
る
公
認
会
計
士
・
税
理

士
の
永
津
洋
之
氏
。
経
営
者
の

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
や
想
い
を
、
い

か
に
次
世
代
へ
繋
い
で
い
く
の

か
。
20
年
以
上
に
わ
た
り
中
小

企
業
経
営
者
に
寄
り
添
っ
て
き

た
永
津
氏
が
、
後
継
者
問
題
や

Ｍ
＆
Ａ
の
現
状
を
踏
ま
え
な
が

ら
「
事
業
・
人
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ

ィ
」
の
３
つ
の
承
継
と
い
う

視
点
か
ら
、
事
業
承
継
の
あ

り
方
を
語
る
。
講
演
会
後
は

懇
親
会
も
開
催
。
参
加
費
20

ド
ル
。
申
し
込
み
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トhttps://forms.gle/

QUBshk20LxMRG8cZ8

Ｊ
＋
Ｂ
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

https://minglesoho-ny.com/
https://hls-global.com
https://forms.gle/QUBshk20LxMRG8cZ8
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ハ
ド
ソ
ン
川
の
鉄
道
新
ト
ン
ネ
ル

Ｎ
Ｊ
か
ら
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
へ
掘
削
開
始

近
く
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
楽
し
む
！

家
族
向
け
イ
ベ
ン
ト
３
選

言
わ
れ
て
い
る
鉄
道
利
用
客
に

対
す
る
便
数
の
増
加
に
対
応
し

き
れ
て
お
ら
ず
、
遅
延
な
ど
ダ

イ
ヤ
の
乱
れ
も
多
発
し
て
い
る

た
め
、
新
た
な
鉄
道
ト
ン
ネ
ル

の
増
設
が
急
務
と
な
っ
て
い

た
。
今
回
の
ハ
ド
ソ
ン
川
下
に

新
た
に
ト
ン
ネ
ル
を
作
る
工
事

は
、
１
１
６
年
ぶ
り
の
一
大
事

業
と
な
る
。
現
ト
ラ
ン
プ
政
権

は
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
支
援

を
拒
否
し
て
お
り
、
国
か
ら
の

金
銭
的
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
Ｎ
Ｙ
、
Ｎ
Ｊ
両
州
と
対
立
し

て
い
る
。

　

当
日
は
、
式
典
の
あ
と
、
シ

ェ
リ
ル
知
事
が
起
動
レ
バ
ー
を

引
く
と
、
ノ
ー
ス
バ
ー
ゲ
ン
の

ト
ン
ネ
ル
ア
ベ
ニ
ュ
ー
（
国
道

１
号
線
の
一
部
）
の
現
場
に
設

置
さ
れ
た
超
巨
大
な
掘
削
マ
シ

ン
が
作
動
、
現
場
の
壁
面
を
削

り
始
め
た
。
こ
の
マ
シ
ン
は
、

硬
い
パ
リ
セ
イ
ド
岩
壁
を
一
日

に
30
フ
ィ
ー
ト
ず
つ
掘
削
し
て

い
く
。
ハ
ド
ソ
ン
郡
の
ウ
ィ
ー

ホ
ー
ケ
ン
に
到
達
後
に
、
ハ
ド

ソ
ン
川
の
下
を
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
に
向
け
て
掘
り
進
め
て
い

く
。
マ
シ
ン
が
目
的
地
に
到
達

し
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
す
る
の
は

２
０
３
５
年
を
予
定
し
て
い

る
。
最
終
的
に
は
、
上
下
線
用

そ
れ
ぞ
れ
約
４
・
５
マ
イ
ル
の

距
離
を
誇
る
２
本
の
ト
ン
ネ
ル

が
新
た
に
開
通
す
る
こ
と
に
な

る
。

　

Ｎ
Ｙ
州
と
Ｎ
Ｊ
州
が
共
同
で

進
め
る
「
ハ
ド
ソ
ン
・
ト
ン
ネ

ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
の

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
環
で
、
Ｎ
Ｊ
州
と
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
を
結
ぶ
鉄
道
の
新
ト
ン
ネ

ル
を
作
る
掘
削
作
業
が
９
月
28

日
、
Ｎ
Ｊ
州
ハ
ド
ソ
ン
郡
の
ノ

ー
ス
バ
ー
ゲ
ン
で
開
始
さ
れ
、

Ｎ
Ｊ
州
の
マ
イ
キ
ー
・
シ
ェ
リ

ル
知
事
と
Ｎ
Ｙ
州
の
キ
ャ
シ

ー
・
ホ
ウ
ク
ル
知
事
が
現
地
で

共
同
記
者
会
見
を
行
っ
た
。

　

現
在
、
ア
ム
ト
ラ
ッ
ク
と
Ｎ

Ｊ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
鉄
道
が
共
用

し
て
い
る
ハ
ド
ソ
ン
川
の
下
に

あ
る
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
は
老
朽
化

し
て
い
る
う
え
に
本
数
も
少
な

い
た
め
、
近
年
の
路
線
の
複
雑

化
と
現
在
一
日
20
万
人
以
上
と

　

10
月
末
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
。
当

日
は
、
住
宅
街
な
ど
で
子
ど
も

た
ち
が
様
々
な
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

に
身
を
包
み
、「
ト
リ
ッ
ク
・

オ
ア
・
ト
リ
ー
ト
」
を
す
る
姿

を
目
に
す
る
が
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

雰
囲
気
バ
ッ
チ
リ
。
動
物
園
入

園
料
10
ド
ル
、
鉄
道
乗
車
券
５

ド
ル
。
ど
ち
ら
も
オ
ン
ラ
イ
ン

で
事
前
購
入
が
必
要
。
ま
た
現

地
で
現
金
払
い
の
み
の
回
転

木
馬
（
３
ド
ル
）
も
楽
し
め

る
。
詳
細
は
、https://www.

friendsofbergencountyzoo.
org/zooboo

■
「
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
・
フ
ォ
ー

ル
・
オ
ー
・
ウ
ィ
ン
・
ス
プ

ー
ク
タ
キ
ュ
ラ
ー
」
10
月
24

日
（
土
）
午
前
11
時
か
ら
午
後

　

ア
メ
リ
カ
人
学
生
に
日
本
の

文
化
や
風
習
、
流
行
な
ど
の
楽

し
さ
を
伝
え
る
活
動
を
精
力
的

に
行
っ
て
い
る
、
ラ
ト
ガ
ー
ス

Ｎ
Ｊ
州
立
大
学
の
日
本
人
学
生

会
（
Ｒ
Ｕ
Ｊ
Ｓ
Ａ
）
は
、
３
日

（
土
）、
気
持
ち
よ
い
秋
晴
れ
の

天
候
の
下
、
同
校
リ
ビ
ン
グ
ス

ト
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
日
本
の
「
運
動
会
」
を
体

験
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

た
。
当
日
は
、
約
30
人
の
同
校

学
生
が
紅
白
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
参
加
。
全
員
で
ラ
ジ
オ
体
操

か
ら
始
め
、
綱
引
き
、
二
人
三

脚
、
棒
取
り
合
戦
、
ポ
テ
ト
袋

競
走
、
リ
レ
ー
そ
の
他
、
日
本

の
運
動
会
を
完
全
再
現
し
た
イ

ベ
ン
ト
で
汗
を
流
し
て
盛
り
上

が
っ
た
。

当
日
に
ト
リ
ッ
ク
・
オ
ア
・
ト

リ
ー
ト
を
回
ら
な
い
子
ど
も
た

ち
も
家
族
で
楽
し
め
る
、
10
月

の
週
末
に
バ
ー
ゲ
ン
郡
内
で
開

催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
３
つ
紹

介
す
る
。

■
「
ズ
ー
・
ブ
ー
２
０
２
６
」

10
月
16
日
（
金
）
午
後
６
時
か

ら
９
時
、
10
月
17
日
（
土
）
午

前
10
時
か
ら
午
後
４
時
と
午

後
６
時
か
ら
９
時
、
10
月
18

日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
午

後
５
時
。
雨
天
の
際
は
そ
れ

ぞ
れ
1
週
間
後
に
順
延
。
＠

バ
ー
ゲ
ン
郡
立
動
物
園
（216 

Forest Ave., Paramus

）　

ヴ

ァ
ン
ゾ
ー
ン
郡
立
公
園
内
に
あ

る
動
物
園
で
行
わ
れ
る
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

装
飾
が
施
さ
れ
た
園
内
や
鉄
道

を
楽
し
も
う
。
ト
リ
ッ
ク
・
オ

ア
・
ト
リ
ー
ト
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
も
あ
る
。
夜
の
部
は
、
園
内

も
鉄
道
も
恐
怖
演
出
も
あ
っ
て

３
時 

＠
ハ
ド
ソ
ン
ラ
イ
ツ
・

パ
ー
ク
（183 Main Street, 

Fort Lee

）　

市
が
主
催
す
る

毎
年
恒
例
の
子
ど
も
向
け
無
料

イ
ベ
ン
ト
。
子
ど
も
た
ち
の
コ

ス
チ
ュ
ー
ム
パ
レ
ー
ド
、
カ
カ

シ
コ
ン
テ
ス
ト
、
フ
ェ
イ
ス
ペ

イ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
キ
ャ
ン
デ
ィ

の
配
布
、
Ｄ
Ｊ
、
マ
ジ
シ
ャ
ン
、

バ
ル
ー
ン
ツ
イ
ス
タ
ー
な
ど
。

思
い
思
い
の
仮
装
を
し
て
参
加

し
よ
う
。

■
「
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
ズ
・
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
・
ド
ッ
グ
・
パ
ー
ク
タ

キ
ュ
ラ
ー
」
10
月
17
日
（
土
）

午
前
11
時
か
ら
午
後
３
時 
＠

フ
ォ
ー
ト
リ
ー
・
ド
ッ
グ
・
パ

ー
ク
（519 Stillwell  Ave., 

Fort Lee

）　

愛
犬
家
が
集
う

恒
例
の
無
料
イ
ベ
ン
ト
。
愛
犬

の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
コ
ン
テ
ス
ト

の
ほ
か
、
ラ
イ
ブ
音
楽
や
食
べ

物
や
小
物
販
売
の
屋
台
、
子
ど

も
た
ち
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
コ

ー
ナ
ー
な
ど
。
愛
犬
に
か
わ
い

い
仮
装
を
さ
せ
て
参
加
し
よ

う
。
雨
天
の
際
は
18
日
（
日
）

に
順
延
。 秋晴れの下「運動会」で汗を流す

ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
日
本
人
学
生
会

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
http://jmart-usa.com/en/
tel:2122136069
https://www.friendsofbergencountyzoo.org/zooboo
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西
海
岸
を
中
心
に
日
本
語
月

刊
誌
を
発
行
し
て
い
る
ラ
イ
ト

ハ
ウ
ス
は
、
10
月
３
日
、「
日

本
の
大
学
進
学
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
を
開
催
し
た
。

同
社
主
催
の
日
本
の
大
学
進
学

フ
ェ
ア
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は

年
に
２
回
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
て
い
た
が
、
今
回
は
久
々
に

対
面
型
イ
ベ
ン
ト
を
復
活
。
日

本
か
ら
、国
際
基
督
教
大
学（
Ｉ

Ｃ
Ｕ
）、
中
京
大
学
、
立
命
館

大
学
、
早
稲
田
大
学
の
４
大
学

の
職
員
が
来
米
し
、
Ｎ
Ｙ
地
区

に
住
み
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
受
験
が

で
き
る
日
本
の
大
学
に
進
学
を

希
望
す
る
学
生
が
い
る
家
庭
に

対
し
て
大
学
の
特
長
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
。

　

当
日
、
午
前
中
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
の
Ｌ
Ｉ
校

で
個
別
相
談
会
と
大
学
プ
レ
ゼ

ン
を
実
施
し
、
午
後
は
同
校
の

Ｗ
校
に
会
場
を
移
し
て
個
別
相

談
会
を
実
施
し
た
。
帰
国
生
を

受
け
入
れ
る
中
学
・
高
校
の
進

学
セ
ミ
ナ
ー
は
Ｎ
Ｙ
地
区
で
も

よ
く
行
わ
れ
て
い
る
が
、
大
学

進
学
フ
ェ
ア
は
珍
し
い
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
両
会
場
合
わ
せ

て
１
７
０
人
以
上
が
事
前
に
参

加
を
申
し
込
み
、
そ
の
多
く
が

家
族
で
会
場
に
訪
れ
た
。
昨
今

は
駐
在
員
家
族
の
帰
国
受
験
だ

け
で
な
く
、
米
国
に
永
住
す
る

日
本
人
家
族
や
片
方
の
親
が
日

本
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
国
際
結
婚

家
族
の
子
ど
も
が
、９
月
入
学
、

英
語
受
験
、
英
語
授
業
な
ど
を

取
り
入
れ
た
日
本
の
大
学
に
進

学
す
る
パ
タ
ー
ン
も
非
常
に
増

え
て
お
り
、
午
後
の
個
別
相
談

会
で
は
、
予
定
時
間
を
過
ぎ
て

も
熱
心
に
相
談
す
る
家
族
も
い

て
、
参
加
者
は
皆
、
真
剣
な
眼

差
し
で
各
校
の
職
員
の
説
明
を

聞
い
て
い
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
あ
と
、
同
フ
ェ
ア
は
、
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
や
シ
リ
コ
ン
バ
レ

ー
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
も
開
催

さ
れ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
本
荘
真
校
長
）
は
、
９

月
26
日
に
「
メ
イ
プ
ル
祭
」
を

開
催
し
た
。
今
年
度
は
「
グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
の
育
成
〜
世
界
に

羽
ば
た
く
力
を
つ
け
る
〜
」
を

テ
ー
マ
に
、
児
童
生
徒
は
日
頃

の
学
習
成
果
を
舞
台
劇
や
英
語

ス
ピ
ー
チ
、
合
唱
な
ど
を
通
し

て
堂
々
と
発
表
し
た
。

　

初
等
部
は
、
各
学
年
が
工
夫

を
凝
ら
し
た
表
現
豊
か
な
発
表

を
披
露
し
た
。 

低
学
年
（
１
・

２
年
）
は
劇
「
リ
ッ
ジ
ウ
ッ
ド

た
ん
け
ん
た
い
〜
ま
ち
の
い
い

と
こ
み
〜
つ
け
た
！
」
を
上
演

し
、
町
探
検
で
見
つ
け
た
魅
力

を
ダ
ン
ス
を
交
え
て
か
わ
い
ら

し
く
表
現
し
た
。 

中
学
年（
３
・

４
年
）
は
劇
「
未
来
へ
の
パ
ス

ポ
ー
ト
〜
我
ら
チ
ル
ド
レ
ン
冒

険
隊
〜
」
を
発
表
。
総
合
学
習

で
取
り
組
む
コ
ン
ポ
ス
ト
（
堆

肥
化
）
や
健
康
に
必
要
な
力
に

つ
い
て
、
英
語
を
交
え
て
紹
介

し
た
。 

高
学
年
（
５
・
６
年
）

は
「
世
界
修
復
大
作
戦
〜
ぼ
く

ら
の
未
来
の
ひ
み
つ
道
具
〜
」

と
題
し
、
人
気
ア
ニ
メ
「
ド
ラ

え
も
ん
」
の
パ
ロ
デ
ィ
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
食
料
問
題
や
環

境
問
題
な
ど
地
球
規
模
の
課
題

を
問
い
か
け
た
。

　

ま
た
、
全
学
年
が
「
夢
や
目

標
」
を
テ
ー
マ
に
英
語
ス
ピ
ー

チ
に
挑
戦
。
日
頃
の
Ｅ
Ｓ
Ｌ
学

習
の
成
果
を
生
か
し
た
暗
唱
を

披
露
し
た
。最
後
は
全
員
で「
世

界
が
一
つ
に
な
る
ま
で
」
を
合

唱
し
、
美
し
い
歌
声
を
会
場
い

っ
ぱ
い
に
響
か
せ
た
。

　

中
等
部
は
、
全
学
年
が
「
オ

ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
（
全

編
英
語
）」
で
の
劇
や
発
表
に

挑
戦
し
、
高
い
語
学
力
と
表

現
力
で
初
等
部
児
童
に
大
き

な
刺
激
を
与
え
た
。
７
年
生

は
「
美
女
と
野
獣
」
を
題
材

に
し
た
劇
「Beauty and the Beast

」、
８
年
生
は
「
ア
ナ
と

雪
の
女
王
」
を
基
に
し
た
劇

「
Ｆ
＆
Ｚ
」、
９
年
生
は
「
オ
ズ

の
魔
法
使
い
」
を
ア
レ
ン
ジ
し

た
劇
「
ソ
ズ
を
た
ず
ね
て
三
千

里
」
を
上
演
し
た
。
中
等
部
合

唱
は
「Cosmos

」、
全
校
合
唱

で
は
「Heal the W

orld

」
を

披
露
し
た
。

　

校
舎
内
に
は
教
科
ご
と
の
多

様
な
学
習
成
果
物
が
展
示
さ

れ
、
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ

た
。
米
国
人
講
師
の
指
導
に
よ

る
ア
ー
ト
（
美
術
）
や
Ｅ
Ｓ
Ｌ

作
品
を
は
じ
め
、
書
写
、
英
語
、

国
語
、
社
会
な
ど
の
成
果
が
並

ん
だ
。
特
に
ア
ー
ト
作
品
は

「Art in every season

」
を
テ

ー
マ
に
多
数
の
力
作
が
制
作
さ

れ
、訪
れ
た
人
々
を
魅
了
し
た
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校
で

メ
イ
プ
ル
祭
開
催

　

９
月
19
日
、Greenwich 

Green & Clean

主
催
の
「
国

際
海
岸
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
」
が

Greenwich Point Park

で
行

わ
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人

学
校
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ

ニ
ッ
チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
か

ら
も
有
志
の
児
童
生
徒
、
保
護

者
、
教
員
が
参
加
し
た
。

　

今
年
は
、
昨
年
度
の
活
動
で

得
た
「
ご
み
を
拾
う
こ
と
が
海

や
世
界
の
環
境
を
守
る
こ
と
に

つ
な
が
る
」
と
い
う
学
び
か
ら

一
歩
進
み「
拾
う
だ
け
で
な
く
、

気
付
く
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
活

動
し
た
。
開
会
式
で
は
「
ど
ん

な
ご
み
が
多
い
の
か
」「
な
ぜ

そ
の
ご
み
が
こ
こ
に
あ
る
の

か
」
と
い
う
視
点
を
も
ち
な
が

ら
活
動
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。Greenwich Point Park

の
清
掃
活
動
に
取
り
組
む
中

で
、
身
近
に
あ
る
ご
み
が
海
の

環
境
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
に
気
付
き
、
環
境
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
活
動
を
通
し
て
得
た

気
付
き
や
学
び
を
今
後
の
学
校

生
活
や
日
々
の
生
活
の
中
で
生

か
し
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
環

境
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
考

え
て
い
く
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
の
生
徒

海
岸
清
掃
に
参
加

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
主
催
の
大
学
進
学
フ
ェ
ア
に

Ｎ
Ｙ
で
在
米
邦
人
１
７
０
人
以
上
が
参
加

日本の大学に熱い視線
ICU、中京大、立命館大、早大が説明会

http://www.gwjs.org
https://jwsny.org/pdfs/document/brochure-jp.pdf
https://kinran.ed.jp/hiroo-gakuen-osaka/
https://www.aozoracommunity.org/
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Ｎ
Ｙ
市
教
育
局
（
Ｄ
Ｏ
Ｅ
）

は
、
公
立
校
の
長
期
化
す
る
生

徒
た
ち
の
欠
席
問
題
（
ア
ブ
セ

ン
テ
ィ
ー
ズ
ム
）
の
対
策
と
し

て
、不
登
校
専
門
の
調
整
員「
ス

ク
ー
ル
・
ア
ボ
イ
ダ
ン
ス
・
リ

エ
ゾ
ン
」
を
配
備
す
る
こ
と
を

発
表
し
た
。

　

先
月
公
表
さ
れ
た
同
市
長
行

政
報
告
書
（
Ｍ
Ｍ
Ｒ
）
よ
る
と
、

２
０
２
５
〜
26
学
年
度
は
３
人

に
１
人
（
33
・
５
％
）
が
登
校

日
の
最
低
10
日
を
欠
席
と
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
前
の
数
値
を
著
し
く

上
回
り
、
４
人
中
１
人
は
慢
性

的
な
不
登
校
だ
っ
た
。
同
調
整

員
は
、
教
員
や
進
路
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
学
校
管
理
者
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
含
む
正
規
職

員
が
担
当
す
る
が
、
同
任
務
に

対
す
る
追
加
手
当
は
な
い
。
不

登
校
の
原
因
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス

や
心
身
障
害
な
ど
あ
る
が
、
不

安
感
や
う
つ
病
な
ど
メ
ン
タ
ル

状
態
に
関
連
し
て
い
る
場
合
が

多
い
。
調
整
員
は
不
登
校
問
題

を
抱
え
る
生
徒
の
家
族
に
早
め

に
介
入
し
、
登
校
で
き
る
よ
う

に
な
る
ま
で
精
神
面
な
ど
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
。
同
調
整
員
は
、

同
市
内
の
公
立
校
に
は
障
害
や

精
神
疾
患
で
慢
性
的
に
登
校
で

き
な
い
生
徒
が
教
室
で
学
べ
る

よ
う
に
す
る
取
り
組
み
が
な
い

と
主
張
す
る
当
事
者
家
族
が
24

年
に
集
団
訴
訟
を
起
こ
し
た
結

果
設
置
さ
れ
た
。

　

長
期
間
の
欠
席
は
学
力
不
振

だ
け
で
な
く
、
薬
物
使
用
や
犯

罪
行
為
、
完
全
な
社
会
か
ら
の

脱
落
に
繋
が
る
可
能
性
が
高
い

と
多
く
の
研
究
調
査
が
伝
え
て

い
る
。
不
登
校
問
題
だ
け
で
な

く
、
３
〜
８
年
生
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
試
験
の
平
均
点
は
６
％

減
、
Ｎ
Ｙ
州
英
語
統
一
テ
ス
ト

で
相
応
な
学
力
レ
ベ
ル
（
プ
ロ

フ
ィ
シ
エ
ン
ト
）
だ
っ
た
の
は

50
・
３
％
に
留
ま
り
、
同
市
内

の
約
半
数
の
９
０
０
校
以
上

で
、
全
校
生
徒
の
約
半
数
が
数

学
と
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
テ
ス
ト

で
不
合
格
と
、
Ｄ
Ｏ
Ｅ
に
は
不

登
校
、
学
力
、
そ
し
て
生
徒
数

減
少
と
課
題
が
蓄
積
し
て
い

る
。
同
方
針
に
関
し
て
は
学
校

職
員
に
さ
ら
に
負
担
を
課
す
こ

と
に
懸
念
を
示
し
、
専
門
家
に

依
頼
す
る
べ
き
だ
と
指
摘
す
る

関
係
者
も
多
い
と
い
う
。

深
刻
化
す
る
不
登
校
問
題

学
校
職
員
か
ら
専
門
調
整
員
配
備

　

10
月
に
入
り
、
帰
国
生
入
試

の
本
番
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
学
力
試
験
の
準

備
を
中
心
に
進
め
て
き
た
ご
家

庭
で
も
、
そ
ろ
そ
ろ
面
接
や
作

文
を
意
識
す
る
時
期
で
す
。
帰

国
生
入
試
で
は
、
学
校
に
よ
っ

て
面
接
や
作
文
が
課
さ
れ
ま

す
。
大
切
な
の
は
、「
上
手
な

答
え
」
を
覚
え
る
こ
と
で
は
な

く
、
自
分
の
経
験
や
考
え
を
自

分
の
言
葉
で
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。

　

帰
国
生
の
面
接
で
話
題
に
な

り
や
す
い
の
が
、
海
外
で
の
生

活
や
学
校
で
の
経
験
で
す
。
し

か
し
、
特
別
な
出
来
事
を
探
す

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
地
校

で
友
達
と
の
会
話
に
苦
労
し
た

こ
と
、
文
化
の
違
い
に
戸
惑
っ

た
こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
を

通
し
て
仲
間
が
で
き
た
こ
と
な

ど
、
日
常
の
経
験
に
も
、
そ
の

人
ら
し
さ
は
表
れ
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
、「
何
を
し
た

か
」
で
終
わ
ら
せ
な
い
こ
と
で

す
。「
そ
の
と
き
ど
う
感
じ
た

の
か
」「
ど
の
よ
う
に
行
動
し

た
の
か
」「
そ
こ
か
ら
何
を
学

ん
だ
の
か
」
ま
で
振
り
返
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
そ
の

経
験
や
学
び
を
、
こ
れ
か
ら
の

学
校
生
活
や
将
来
に
ど
う
生
か

し
た
い
の
か
ま
で
考
え
る
と
、

自
分
の
経
験
が
よ
り
整
理
さ
れ

ま
す
。

　

例
え
ば
、
異
な
る
文
化
の
中

で
生
活
し
、
人
に
よ
っ
て
考
え

方
が
違
う
こ
と
を
学
ん
だ
の
で

あ
れ
ば
、「
新
し
い
学
校
で
も
、

自
分
と
違
う
意
見
を
持
つ
人
の

話
を
聞
き
た
い
」
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
言
葉
の
壁
を

乗
り
越
え
た
経
験
が
「
困
っ
て

い
る
人
に
自
分
か
ら
声
を
か
け

た
い
」
と
い
う
思
い
に
つ
な
が

る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
大

き
な
目
標
を
作
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自
分
の
経
験
と
こ
れ

か
ら
を
、
自
分
な
り
に
つ
な
げ

て
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
れ
は
面
接
だ
け
で
な
く
、

作
文
や
志
望
理
由
を
考
え
る
際

に
も
役
立
ち
ま
す
。「
海
外
で

こ
ん
な
経
験
を
し
ま
し
た
」
で

終
わ
ら
ず
、「
そ
の
経
験
か
ら

何
を
学
び
、
自
分
は
ど
う
変
わ

っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
こ
れ
か

ら
ど
う
生
か
し
た
い
の
か
」
ま

で
考
え
る
こ
と
で
、
そ
の
人
ら

し
さ
が
よ
り
伝
わ
る
内
容
に
な

り
ま
す
。

　

一
方
で
、「
帰
国
生
入
試
の

面
接
・
作
文
」
と
一
括
り
に
は

面
接
・
作
文
で
大
切
な
の
は

「
自
分
の
言
葉
」̶̶

帰
国
経
験
を
ど
う
伝
え
る
か 22

で
き
ま
せ
ん
。
日
本
語
で
の
作

文
を
課
す
学
校
、
外
国
語
に
よ

る
作
文
を
行
う
学
校
、
日
本
語

と
英
語
の
両
方
で
面
接
を
行
う

学
校
な
ど
、
形
式
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
ま
ず
は
志
望
校
の
募
集

要
項
や
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
し
、
ど
の
言
語
で
、
ど
の

よ
う
な
試
験
が
行
わ
れ
る
の
か

を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

　

で
は
、
家
庭
で
は
ど
の
よ
う

な
準
備
が
で
き
る
で
し
ょ
う

か
。
お
す
す
め
し
た
い
の
は
、

親
子
で
海
外
生
活
を
振
り
返
る

こ
と
で
す
。「
一
番
苦
労
し
た

こ
と
は
？
」「
日
本
と
違
う
と

思
っ
た
こ
と
は
？
」「
そ
の
経

験
で
自
分
は
変
わ
っ
た
と
思

う
？
」
と
問
い
か
け
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
保
護
者
が
「
こ
う

答
え
た
方
が
い
い
」
と
答
え
を

作
り
す
ぎ
な
い
こ
と
も
大
切
で

す
。
大
人
が
整
え
た
文
章
は
立

派
に
聞
こ
え
て
も
、
本
人
の
言

葉
で
な
け
れ
ば
、
さ
ら
に
質
問

さ
れ
た
と
き
に
答
え
に
詰
ま
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

最
初
は
う
ま
く
説
明
で
き
な
く

て
も
、
自
分
で
考
え
、
何
度
も

話
す
う
ち
に
言
葉
は
整
理
さ
れ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
で
日
本
語
を
使

う
機
会
が
少
な
い
生
徒
は
、
日

本
語
で
経
験
を
説
明
す
る
練
習

も
し
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で

す
。
英
語
で
は
自
然
に
話
せ
て

も
、
日
本
語
に
な
る
と
適
切
な

言
葉
が
す
ぐ
に
出
て
こ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
で
「
説

明
す
る
」「
理
由
を
話
す
」
機

会
を
つ
く
る
こ
と
は
、
面
接
だ

け
で
な
く
作
文
の
準
備
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　

面
接
や
作
文
は
、
受
験
直
前

に
模
範
解
答
を
暗
記
し
て
仕
上

げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

海
外
で
過
ご
し
た
時
間
を
振
り

返
り
、
自
分
が
何
を
感
じ
、
何

を
学
び
、
そ
の
経
験
を
こ
れ
か

ら
の
学
校
生
活
や
将
来
に
ど
う

生
か
し
て
い
き
た
い
の
か
を
考

え
る
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
自

分
の
言
葉
で
伝
え
る
力
に
な
り

ま
す
。

　

帰
国
生
だ
か
ら
こ
そ
持
っ
て

い
る
経
験
は
、
一
人
ひ
と
り
違

い
ま
す
。
そ
の
経
験
を
「
立
派

に
見
せ
る
」
の
で
は
な
く
、
自

分
な
り
に
意
味
づ
け
し
、
こ
れ

か
ら
に
つ
な
げ
て
伝
え
る
こ

と
。
秋
の
こ
の
時
期
に
、
ぜ
ひ

親
子
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
準
備
の
一
つ
で
す
。

　
　
　
　
◇

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
＝
か
わ
む
ら　

こ
う
い
ち
＝
１
９
７
８
年
生
ま

れ
。
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｕ
Ｓ

Ａ
取
締
役
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

現
地
代
表
。
２
０
０
２
年
に
株

式
会
社
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
に

入
社
後
、
埼
玉
県
内
の
校
舎
で

小
中
高
生
に
進
学
指
導
を
行

う
。
そ
の
後
、
高
校
受
験
部
英

語
科
目
責
任
者
と
し
て
現
行
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
テ
ス
ト
な
ど

の
基
盤
を
整
え
た
後
、
帰
国
生

入
試
の
専
門
部
署
で
あ
る
国
際

部
に
配
属
。
英
語
専
門
校
舎
統

括
責
任
者
を
経
て
、
23
年
3
月

よ
り
現
職
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育

英
学
園
Ｎ
Ｊ
校
（8 

W
. Bayview Ave., 

Englewood Cliffs, 
NJ

）
で
11
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま

で
、
バ
ザ
ー
が
開
催

さ
れ
る
。
今
年
は
世
界

各
国
の
食
べ
物
を
中
心

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
楽
し
め
る
ブ
ー
ス
を

予
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
学
園
各
校
の
代
表

作
品
を
集
め
た
「
自
由

研
究
合
同
発
表
会
」
も

同
時
開
催
す
る
。
子
ど

も
た
ち
の
日
頃
の
学
び

や
取
り
組
み
が
が
垣
間

見
え
る
貴
重
な
機
会

と
な
る
。
入
場
無
料
。

雨
天
決
行
。
問
い
合

わ
せ
は
電
話
２
０
１
・

９
４
７
・
４
８
３
２

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トhttps://

japaneseschool.org/

を
参
照
す
る
。

11日にバザー開催

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
Ｎ
Ｊ
校
で

フィラデルフィア日本語補習授業校
アダルトコース

新入生歓迎会

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校
（
福
澤
隆
治
校

長
）
ア
ダ
ル
ト
コ
ー
ス
は
、
９

月
26
日
に
新
入
生
歓
迎
会
を
行

っ
た
。
８
月
末
か
ら
新
年
度
が

は
じ
ま
り
、
総
勢
72
人
の
学
生

が
日
本
語
学
習
を
開
始
し
た
。

今
年
度
は
全
ク
ラ
ス
に
新
入
生

が
加
わ
り
、
新
鮮
な
空
気
と
活

気
あ
ふ
れ
る
ス
タ
ー
ト
と
な
っ

た
。
福
澤
校
長
と
村
田
理
事
長

の
挨
拶
に
続
き
、
恒
例
の
名
刺

交
換
で
上
級
生
と
下
級
生
が
お

互
い
に
自
己
紹
介
を
し
短
い
会

話
を
楽
し
ん
だ
。

　

空
気
が
和
ら
い
だ
と
こ
ろ

で
、
上
級
生
ク
ラ
ス
が
作
っ
た

日
本
ト
リ
ビ
ア
に
挑
戦
。
へ
ぇ

と
声
を
上
げ
な
が
ら
学
生
一
人

ひ
と
り
が
新
た
な
発
見
を
楽
し

み
喜
ん
だ
。
今
年
度
入
学
し
た

ば
か
り
の
１
年
目
の
ク
ラ
ス
は

「
あ
い
う
え
お
の
歌
」
を
披
露
。

馴
染
み
の
あ
る
歌
に
上
級
生
た

ち
も
自
然
と
加
わ
り
大
合
唱
と

な
っ
た
。２
年
目
の
ク
ラ
ス
は
、

「
１
週
間
の
歌
」
の
替
え
歌
と

振
り
付
け
で
会
場
の
笑
い
を
誘

っ
た
。
そ
し
て
最
後
は
３
年
目

の
ク
ラ
ス
が
「
鬼
の
パ
ン
ツ
」

を
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
ダ
ン
ス
と
共

に
盛
り
上
げ
た
。

　

そ
の
後
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
上
級
生
が
下
級
生
に
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
座
談
会
を
行
っ

た
。
日
本
語
学
習
に
お
け
る
目

標
や
ぶ
つ
か
っ
た
壁
、
役
立
つ

学
習
ツ
ー
ル
、
日
本
旅
行
の
情

報
や
体
験
談
な
ど
、
下
級
生
に

と
っ
て
は
興
味
深
い
内
容
ば
か

り
で
、
真
剣
に
聞
き
入
り
な
が

ら
質
疑
応
答
を
交
わ
し
た
。

　

ア
ダ
ル
ト
コ
ー
ス
で
は
、
普

段
顔
を
合
わ
す
こ
と
の
な
い
学

生
同
士
が
交
流
で
き
る
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
学
生
た
ち

一
人
一
人
の
学
習
意
欲
や
探
究

心
を
広
げ
る
よ
う
心
が
け
て
い

る
。
最
近
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
近
郊
で
行
わ
れ
る
日
本
関

連
イ
ベ
ン
ト
へ
も
積
極
的
に
参

加
し
て
お
り
、
校
内
だ
け
で
な

く
日
本
コ
ミ
ュ
テ
ィ
と
の
つ
な

が
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

恒
例
の
名
刺

交
換
も
開
催

楽しい
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ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
・
パ
レ
ー
ド

テ
ー
マ
は「
ボ
デ
ィ
＆
ソ
ウ
ル
」

　

31
日
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
当
日

に
行
わ
れ
る
毎
年
恒
例
の
ビ
レ

ッ
ジ
・
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
・
パ
レ

ー
ド
の
詳
細
が
発
表
さ
れ
た
。

53
回
目
と
な
る
今
年
は
、
身
体

と
魂
と
の
繋
が
り
「
ボ
デ
ィ
＆

ソ
ウ
ル
」
を
テ
ー
マ
に
、
芸
術

監
督
の
ジ
ェ
ー
ン
・
フ
レ
ミ
ン

グ
氏
が
ス
ケ
ル
ト
ン
を
掲
げ
て

パ
レ
ー
ド
を
先
導
す
る
。
主
催

者
は
ス
マ
ホ
な
ど
の
ス
ク
リ
ー

ン
画
面
に
捕
ら
わ
れ
る
昨
今
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
夜
だ
け
は
自

身
の
身
体
に
戻
っ
て
も
ら
い
た

い
と
話
し
て
い
る
。
ま
た
フ
レ

ミ
ン
グ
氏
は
、
８
月
に
惜
し
ま

れ
な
が
ら
死
去
し
た
女
優
ド
リ

ー
・
パ
ー
ト
ン
な
ど
、
コ
ス
チ

ュ
ー
ム
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

故
人
を
迎
え
る
こ
と
を
提
案
し

て
い
る
。
パ
レ
ー
ド
公
式
パ
ペ

ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
プ
ロ
セ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
・
ア
ー
ツ
・
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
は
、
今
年
は
メ
キ
シ
コ

の
死
者
の
日
を
ヒ
ン
ト
に
し
た

光
り
輝
く
精
霊
や
ス
ケ
ル
ト
ン

を
用
意
し
て
い
る
と
い
う
。

　

パ
レ
ー
ド
は
午
後
７
時
に
キ

ャ
ナ
ル
通
り
を
出
発
し
、
北
へ

６
番
街
（
15
丁
目
）
ま
で
行
進

す
る
。
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
着
て

い
れ
ば
誰
で
も
無
料
で
参
加
で

き
る
が
、
普
段
着
の
参
加
は
不

可
。
見
物
は
６
番
街
の
キ
ン
グ

通
り
（
西
15
丁
目
）、
ブ
リ
ー

カ
ー
通
り
（
14
丁
目
）
は
特
に

混
雑
す
る
。
パ
レ
ー
ド
は
午
後

11
時
終
了
予
定
、
ス
ペ
ク
ト
ラ

ム
・
ニ
ュ
ー
ス
Ｎ
Ｙ
１
は
午
後

８
時
か
ら
生
中
継
す
る
。
詳
細

はhttps://halloween-nyc.
com

を
参
照
す
る
。

http://shidogakuin.com
https://starchildny.com/
https://miray109.com/
https://japaneseschool.org/
https://japaneseschool.org/
https://japaneseschool.org/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://halloween-nyc.com
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10
月
に
、
大
阪
で
「
介
護
保

険
外
サ
ー
ビ
ス
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
を
務
め

ま
す
。
準
備
を
し
な
が
ら
、
こ

れ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
皆
様
に

こ
そ
お
伝
え
す
べ
き
話
だ
と
思

い
、
今
回
の
コ
ラ
ム
に
し
ま
し

た
。
ご
自
身
の
た
め
、
そ
し
て

日
本
に
い
る
ご
両
親
や
ご
親
戚

の
た
め
に
、
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た

だ
き
た
い
内
容
で
す
。

　

日
本
の
介
護
保
険
制
度
は
、

世
界
に
誇
れ
る
仕
組
み
で
す
。

要
介
護
認
定
を
受
け
れ
ば
、
訪

問
介
護
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
施

設
入
所
も
、
自
己
負
担
は
原
則

１
割
。
ア
メ
リ
カ
の
介
護
費
用

を
ご
存
知
の
方
な
ら
、
こ
の
数

字
が
ど
れ
ほ
ど
恵
ま
れ
て
い
る

か
お
分
か
り
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
こ
の
制
度
に
は
一
つ

大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。「
で

き
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
」

の
で
す
。
た
と
え
ば
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
が
訪
問
し
た
際
、
本
人
の

た
め
の
食
事
は
作
れ
ま
す
が
、

同
居
し
て
い
る
ご
家
族
の
分
は

作
れ
ま
せ
ん
。
本
人
の
部
屋
は

掃
除
で
き
ま
す
が
、
家
族
が
使

う
部
屋
は
で
き
な
い
。
庭
の
草

む
し
り
も
、ペ
ッ
ト
の
世
話
も
、

仏
壇
の
掃
除
も
、
原
則
と
し
て

保
険
の
対
象
外
で
す
。

　

そ
れ
は
、
介
護
保
険
は
「
自

立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
た
め

に
必
要
な
支
援
」
に
限
定
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。
国
民
全
員

が
保
険
料
を
出
し
合
っ
て
支
え

て
い
る
制
度
で
す
か
ら
、
線
引

き
は
当
然
必
要
で
す
。
し
か
し

現
場
で
は
、
こ
の
線
引
き
が
ご

本
人
や
ご
家
族
を
困
ら
せ
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
母

は
庭
い
じ
り
が
生
き
が
い
だ
っ

た
の
に
、
草
が
伸
び
放
題
で
」

「
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
来
て
も
ら

っ
て
い
る
間
に
、
犬
の
散
歩
も

お
願
い
で
き
た
ら
助
か
る
の

に
」。
こ
う
し
た
声
に
応
え
る

の
が
、
い
ま
日
本
で
議
論
が
活

発
に
な
っ
て
い
る
「
保
険
外
サ

ー
ビ
ス
」
で
す
。
文
字
通
り
介

護
保
険
の
外
側
で
、
全
額
自
己

負
担
で
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
。
草

む
し
り
、
ペ
ッ
ト
の
世
話
、
同

居
家
族
の
食
事
作
り
、
趣
味
の

外
出
へ
の
付
き
添
い
、
旅
行
の

同
行
。
制
度
の
枠
に
と
ら
わ
れ

ず
、
そ
の
方
が
本
当
に
望
む
こ

と
を
提
供
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
近
年
広
が
っ
て
い
る

の
が
「
混
合
介
護
」
と
い
う
考

え
方
で
す
。
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

と
保
険
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
組
み

合
わ
せ
て
提
供
す
る
こ
と
。
た

と
え
ば
午
前
中
は
ヘ
ル
パ
ー
さ

「
介
護
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
」を

上
手
に
使
う
混
合
介
護

ん
が
保
険
内
で
入
浴
介
助
を

し
、
そ
の
ま
ま
続
け
て
保
険
外

で
庭
の
手
入
れ
を
す
る
。
利
用

者
に
と
っ
て
は
同
じ
人
が
続
け

て
来
て
く
れ
る
の
で
、
余
計
な

気
遣
い
も
要
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
正
直
に
申
し
上
げ
て

お
き
ま
す
。
こ
う
し
た
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
事
業
者

は
、
日
本
で
は
ま
だ
多
い
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
な
ぜ
か
？
そ
れ

は
、
ニ
ー
ズ
が
見
え
な
い
か
ら

で
す
。

　

日
本
人
は
、
声
を
上
げ
ま
せ

ん
。「
そ
ん
な
こ
と
ま
で
お
願

い
し
て
い
い
の
か
し
ら
」「
わ

が
ま
ま
だ
と
思
わ
れ
た
く
な

い
」「
他
の
利
用
者
さ
ん
は
言

っ
て
い
な
い
の
に
」。
そ
う
や

っ
て
遠
慮
し
て
い
る
う
ち
に
、

事
業
者
側
は
「
そ
ん
な
希
望
は

な
い
の
だ
ろ
う
」
と
判
断
し
て

し
ま
う
。
嫌
わ
れ
た
く
な
い
、

同
調
圧
力
は
避
け
た
い
。
そ
の

気
質
が
、
結
果
的
に
選
択
肢
を

狭
め
て
い
る
の
で
す
。

　

で
も
、
ア
メ
リ
カ
で
長
く
暮

ら
し
て
こ
ら
れ
た
皆
様
は
、
違

う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

必
要
な
も
の
を
必
要
だ
と
伝
え

る
こ
と
に
、
抵
抗
が
少
な
い
は

ず
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
お
願

い
が
あ
り
ま
す
。
ご
両
親
や
ご

親
戚
の
介
護
に
関
わ
る
機
会
が

あ
れ
ば
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ

ん
や
事
業
所
、
あ
る
い
は
市
役

所
の
介
護
保
険
課
に
、
こ
う
聞

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。「
こ
う

い
う
サ
ー
ビ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん

か
」「
保
険
外
で
お
願
い
で
き

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」。
そ

の
一
言
が
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

で
い
う
ニ
ー
ズ
の
可
視
化
に
な

り
ま
す
。
一
人
が
聞
け
ば
「
珍

し
い
要
望
」
で
す
が
、
十
人
が

聞
け
ば
「
検
討
す
べ
き
市
場
」

に
な
る
。
声
が
集
ま
っ
て
初
め

て
、
事
業
者
は
動
き
出
す
の
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
嫌
わ
れ
な
い

程
度
に
、
で
結
構
で
す
。
角
を

立
て
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
聞
い
て
み
る
。
そ
れ
だ

け
で
十
分
で
す
。

　

そ
し
て
、
私
も
応
援
し
ま

す
。
西
村
が
応
援
し
ま
す
。
ど

う
切
り
出
せ
ば
い
い
か
分
か
ら

な
い
、
こ
ん
な
こ
と
を
頼
ん
で

も
い
い
も
の
か
判
断
が
つ
か
な

い
、
そ
ん
な
と
き
は
私
に
す
ぐ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
日
本
側
か

ら
、
事
業
者
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
に
向
け
て
伝
え
る
お
手
伝
い

も
で
き
ま
す
。
一
緒
に
声
を
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
注
意
点
も
ひ
と
つ
。

保
険
内
と
保
険
外
の
区
分
け
が

曖
昧
な
事
業
者
に
は
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。
日
本
で
は
運
営

指
導
と
い
う
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク

が
あ
り
、
こ
の
区
分
管
理
は
厳

し
く
見
ら
れ
る
項
目
で
す
。
き

ち
ん
と
し
た
事
業
者
は
、
ど
こ

ま
で
が
保
険
で
ど
こ
か
ら
が
自

費
な
の
か
、
明
確
に
説
明
し
て

く
れ
ま
す
。
逆
に
説
明
が
曖
昧

な
と
こ
ろ
は
、
避
け
た
ほ
う
が

無
難
で
す
。

　

日
本
の
介
護
は
、
制
度
が
充

実
し
て
い
る
ぶ
ん
「
制
度
の
中

だ
け
で
考
え
る
」
癖
が
つ
い
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
本

来
大
切
な
の
は
、
制
度
に
合
わ

せ
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
人

ら
し
い
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
の

は
ず
で
す
。
保
険
で
受
け
ら
れ

る
も
の
は
保
険
で
。
足
り
な
い

部
分
は
自
費
で
補
う
。こ
の「
い

い
と
こ
取
り
」
の
発
想
を
、
ど

う
か
ご
自
身
の
た
め
、
そ
し
て

ご
家
族
の
た
め
に
覚
え
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

　

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル

プ
ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業

者
連
盟
　
大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

 おだいじに
よくある症状を
カイロで改善（16）

　

10
月
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
気

候
が
よ
く
、
週
末
に
街
を
歩
い

た
り
、
イ
ベ
ン
ト
や
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
機
会
が

増
え
る
季
節
で
す
。「
今
日
は

そ
ん
な
に
歩
い
て
い
な
い
の

に
、
夜
に
な
る
と
腰
や
膝
、
足

裏
ま
で
疲
れ
て
い
る
」
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

実
は
、
長
時
間
の
「
立
ち
っ

ぱ
な
し
」
も
体
に
は
負
担
に
な

り
ま
す
。
特
に
気
を
つ
け
た
い

の
が
「
反
り
腰
」。
立
っ
て
い

る
と
き
に
腰
を
反
ら
せ
た
姿
勢

が
続
く
と
、
腰
ま
わ
り
の
筋
肉

に
負
担
が
か
か
る
だ
け
で
な

く
、
骨
盤
や
膝
、
足
首
に
も
影

響
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

人
の
体
は
、
足
首
・
膝
・
股

関
節
・
骨
盤
・
背
骨
が
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
て
動
い
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
こ
か
の

動
き
や
姿
勢
に
偏
り
が
あ
る

と
、
別
の
場
所
が
そ
れ
を
補
お

う
と
し
て
負
担
が
集
中
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
長
時
間
立

つ
日
は
、同
じ
姿
勢
を
続
け
ず
、

時
々
歩
い
た
り
、
足
首
や
股
関

節
を
軽
く
動
か
し
た
り
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

　
「
立
っ
て
い
る
だ
け
だ
か
ら
」

と
軽
く
考
え
ず
、
腰
や
膝
、
足

首
の
違
和
感
が
続
く
場
合
は
、

姿
勢
や
体
の
使
い
方
も
含
め

て
、
医
療
機
関
や
カ
イ
ロ
プ
ラ

ク
タ
ー
な
ど
の
専
門
家
に
相
談

そ
の
腰
や
足
の
疲
れ
、「
年
齢
の
せ
い
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

〜
秋
の
Ｎ
Ｙ
Ｃ
で
増
え
る
「
立
ち
っ
ぱ
な
し
」
の
落
と
し
穴
〜

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

上
村
レ
オ
Ｄ
Ｃ

上
村
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク 

www.uemurachiropractic.
com
Shockwave

・EMTT

・

非

手
術
的
脊
椎
減
圧
（Spinal 

Decompression

）
な
ど
の
最

先
端
機
器
を
駆
使
し
、
痛
み
の

根
本
改
善
を
追
求
。
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
に
も
拠
点
を
持
つ
。

　

国
際
結
婚
を
経
て
ア
メ
リ
カ

で
の
生
活
を
目
指
す
人
々
に
と

っ
て
、
配
偶
者
永
住
権
（
グ
リ

ー
ン
カ
ー
ド
）
の
取
得
は
人
生

の
大
き
な
節
目
で
あ
り
、
同
時

に
最
も
複
雑
で
神
経
を
使
う
手

続
き
の
一
つ
で
す
。
２
０
２
６

年
現
在
に
お
け
る
配
偶
者
グ
リ

ー
ン
カ
ー
ド
の
取
得
プ
ロ
セ
ス

は
、
申
請
者
の
滞
在
地
（
米
国

内
か
国
外
か
）
や
配
偶
者
の
ス

テ
ー
タ
ス
（
米
国
公
民
か
永
住

権
保
持
者
か
）
に
よ
っ
て
選
択

す
べ
き
手
順
が
大
き
く
分
か
れ

ま
す
。

　

基
本
的
な
流
れ
と
し
て
は
、

ま
ず
夫
婦
間
の
婚
姻
が
真
正
な

も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

移
民
願
書
（
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ　

Ｉ
ー

１
３
０
）
の
提
出
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
米
国
内
に
滞
在
し
て
い

る
場
合
は
ス
テ
ー
タ
ス
変
更

（
Ｉ
ー
４
８
５
）
の
同
時
申
請

が
可
能
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、
日
本
な
ど
国
外
に
滞
在
し

て
い
る
場
合
は
、
現
地
の
大
使

館
や
領
事
館
で
の
面
接
審
査
を

経
る
領
事
手
続
を
進
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
多
く
の
申
請
者
を
悩

ま
せ
て
い
る
の
が
、
近
年
特
に

顕
著
と
な
っ
て
い
る
「
費
用
」

と
「
処
理
期
間
」
の
増
加
傾
向

で
す
。
米
国
移
民
局
（
Ｕ
Ｓ
Ｃ

Ｉ
Ｓ
）
に
よ
る
申
請
手
数
料
の

改
定
や
物
価
高
の
影
響
に
よ

り
、
申
請
費
用
そ
の
も
の
に
加

え
て
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
指

定
医
で
の
健
康
診
断
費
用
、
さ

ら
に
は
専
門
家
へ
の
弁
護
士
費

用
な
ど
も
含
め
る
と
、
全
体
で

数
千
ド
ル
以
上
に
及
ぶ
多
額
の

経
済
的
負
担
が
発
生
す
る
の
が

一
般
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。
加

え
て
、
審
査
の
厳
格
化
や
申
請

件
数
の
増
加
に
伴
う
バ
ッ
ク
ロ

グ
（
未
処
理
案
件
の
滞
留
）
の

影
響
か
ら
、
申
請
を
開
始
し
て

か
ら
実
際
に
カ
ー
ド
が
手
元
に

届
く
ま
で
に
は
、
早
く
て
も
１

年
か
ら
２
年
前
後
、
場
合
に
よ

っ
て
は
そ
れ
以
上
の
長
い
歳
月

を
要
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
審
査
の
現
場
で
は

偽
装
結
婚
を
徹
底
的
に
防
ぐ
た

め
、
共
同
名
義
の
資
産
や
生
活

実
態
を
示
す
膨
大
な
証
拠
書
類

の
提
出
、
さ
ら
に
は
厳
し
い
面

接
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
手

続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
一

方
で
、
小
さ
な
書
類
上
の
不
備

が
大
幅
な
遅
延
を
招
く
リ
ス
ク

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
２
０
２
６
年

の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
取
得
に
お

い
て
は
、
最
新
の
制
度
変
更
や

費
用
負
担
の
現
実
を
正
確
に
把

握
し
、
長
期
的
な
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
見
据
え
た
余
裕
の
あ
る
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
入
念
な
準
備
を

進
め
る
こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
生

活
を
実
現
す
る
た
め
の
最
も
重

要
な
鍵
と
な
り
ま
す
。

（
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ

ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護
士
）

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

２０２６年・米国配偶者
永住権取得の現在地：

プロセス・期間・費用のリアル

　

ク
イ
ー
ン
ズ
に
あ
る

MoMA PS1

で
９
月
24
日
か

ら
27
日
ま
で
、「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
ア
ー
ト
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」

が
開
催
さ
れ
た
。
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
チ
ェ
ル
シ
ー
で
始
ま
っ
た

同
フ
ェ
ア
は
、
今
年
で
20
周
年

と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
た
。

主
催
す
るPrinted Matter

も

今
年
で
50
周
年
を
迎
え
、
2
つ

の
節
目
が
重
な
る
記
念
す
べ
き

開
催
と
な
っ
た
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
ナ
イ
ト
に
は
、SHYBOI

とA.B.E.L.A.

に
よ
る
音
楽
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
ド
リ
ン
ク
も
用
意
さ
れ
、

先
着
７
５
０
人
に
限
定
版
の
ア

ー
ト
ワ
ー
ク
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
た
。
今
年
は
、
6
大
陸
41
か

国
か
ら
３
０
０
を
超
え
る
出
展

者
が
あ
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

ブ
ッ
ク
、ZINE

、
ポ
ス
タ
ー
、

希
少
な
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
な
ど
、

多
様
な
出
版
物
や
作
品
が
一
堂

に
会
し
た
。
ア
ジ
ア
か
ら
も
多

く
の
出
版
社
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
参
加
し
、
日
本
か
ら
の
出
展

も
数
多
く
見
ら
れ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
、

日
本
や
日
本
に
ル
ー
ツ
を
持
つ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
海
外
に
紹

介
し
て
い
るSimple Project 

NY 

は
、
今
回
で
6
回
目
の
出

展
。
ブ
ー
ス
で
は
、平
野
雅
美
、

城
林
希
里
香
を
は
じ
め
、
日
本

を
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
持
つ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
中
心

に
紹
介
し
た
ほ
か
、
今
年
は
二

つ
の
出
版
社
か
ら
推
薦
を
受
け

た
書
籍
も
取
り
上
げ
た
。

　

そ
の
中
で
も
注
目
を
集
め
た

の
が
、
冬
青
社
か
ら
出
版
さ
れ

た
亀
山
仁
の
写
真
集『Burma/

M
yanm

ar: M
em
ories of 

Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ 

Ｐ
Ｓ
1
で

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
開
催

W
ar 2019‒2024

』
だ
。
ミ

ャ
ン
マ
ー
の
人
々
の
日
常
を
静

か
に
捉
え
た
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の

写
真
で
構
成
さ
れ
た
こ
の
写
真

集
に
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
離
れ

て
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
す
人
々

や
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
ゆ
か
り
の

あ
る
来
場
者
も
足
を
止
め
、
写

真
に
じ
っ
く
り
と
見
入
る
姿
が

見
ら
れ
た
。　
（
城
林
希
里
香
）

アメリカでの就職活動は QUICK 
USAにご相談ください！

ウェブサイトにて最新の求人を
随時更新しています！

www.919usa.com

▼NY/NJエリアのHOT 求人▼
------------------------------------
● Project Assistant
Government related org.
$24.5/h NY (#17633)
------------------------------------
● IT PMO-Global Markets Systems
IT    
$70K-$120K NY (#17627)
------------------------------------

------------------------------------
● VP, Global Mobility Mgr.   
Finance
$125K-$155K NY (#17617)
------------------------------------
● Accounting & Facilities Support
Service
$20-$21/h NY (#17583)
------------------------------------
● Fish warehouse worker
Distributor   
$20/h NJ (#17570)
------------------------------------
● Administrative 
Finance
$25-$28/h NY (#17549)
------------------------------------
● Sales Admin Associate.
Manufacturing
$21/h NJ (#17525)
------------------------------------
● HR coordinator/Admin. Assis.  
Trading
$28-$40/h NY (#17506)
------------------------------------

------------------------------------
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Logistics 
$20/h NJ (#17501)
------------------------------------
● IT Specialist
Distribution 
$80K-$100K NJ (#17500)
------------------------------------

求人詳細につきましては、
お気軽にご連絡ください。

QUICK USA, INC.
Phone: 212-692-0850

Email: quickny@919usa.com
www.919usa.com

www.919usanews.com

150 East 52nd Street, 
＃ 17001 New York, NY 10022 

月～金　9:00 – 17:00

【急募】魚の扱い経験者募集
日本式魚市場＆
テイクアウト寿司
「Osakana」
片桐 2店舗

Lexington Ave・59丁目
週末勤務できる方
平日は East Village店も可
時給 $23～ 25 有給病休あり
要米国就労資格
履歴書を Eメールで
y-yobuko@manpuku-hd.jp

＊通常価格は1行（15文字）US$4
です。

＊商業目的のクラシファイド広告
は公認ライセンス等、証明書のご
提出をして頂く場合がございま
す。
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＊掲載ご希望内容によっては、ご
掲載をお断りする場合がございま
す。予めご了承下さい。

＊ロゴ、及び写真掲載は無料で行
いますが、サイズの指定は出来ま
せん。

＊長期掲載割引は12週（3ヶ月相
当）以上を適用期間とし、長期掲
載契約を交わした上でとり進めさ
せていただきます。

＊本紙に掲載された広告内容に関
しましてNY 生活プレス社、は一切
責任を負いかねます。

---- お申し込み・お支払い先 ----
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 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　

僕
は
こ
の
夏
休
み
、
ジ
ュ

ニ
ア
ポ
リ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
を

通
し
て
、
誠
実
に
な
る
こ
と

と
、
他
人
に
対
し
て
の
尊
敬

を
つ
ね
に
意
識
す
る
必
要
性

に
つ
い
て
学
ん
だ
。
こ
の
二

点
に
つ
い
て
深
く
説
明
す
る

が
、
そ
の
前
に
ジ
ュ
ニ
ア
ポ

リ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
と
は
何
か
、

僕
の
体
験
に
つ
い
て
説
明
す

る
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
ポ
リ
ス
ア
カ
デ

ミ
ー
は
、
一
種
の
警
察
学
校

の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
そ

こ
で
は
一
週
間
、
十
人
の

現
役
の
警
官
と
、
午
前
七
時

四
十
五
分
か
ら
午
後
三
時
ま

で
い
く
つ
か
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
し
て
過
ご
す
。
そ
こ

で
は
、
か
な
り
厳
し
い
決
ま

り
が
あ
る
。
例
え
ば
、
朝
ギ

リ
ギ
リ
時
間
に
間
に
合
う
か
、

一
秒
で
も
遅
刻
す
る
と
、
説

き
ょ
う
さ
れ
、
腕
立
て
ふ
せ

を
警
官
が
止
め
の
合
図
を
出

す
ま
で
続
け
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

　

ま
た
、
教
官
と
話
す
際
、

相
手
の
目
を
ジ
ロ
ジ
ロ
見
る
、

ま
た
は
文
の
最
後
に
、
男
性

に
は
S
i
r
、
女
性
に
は

M
a
a
m
を
つ
け
な
け
い
と
、

朝
の
罰
と
同
じ
こ
と
を
さ
れ

る
。
そ
の
上
、
た
ま
に
警
官

が
か
ら
か
っ
て
く
る
、
ま
た

は
話
し
か
け
て
く
る
の
で
、

常
に
周
囲
に
気
を
配
り
、
頭

の
中
で
何
通
り
か
の
、
返
事

の
仕
方
を
考
え
出
す
必
要
が

あ
っ
た
。

　

万
が
一
、
話
し
か
け
て
く

る
警
官
に
気
付
か
な
か
っ
た

り
、
聞
き
逃
し
た
場
合
、
目

上
の
人
へ
の
尊
敬
が
足
り
な

い
と
見
な
さ
れ
、
お
決
ま
り

の
罰
を
受
け
る
。
初
日
か
ら
、

か
な
り
厳
し
か
っ
た
の
で
、

心
の
弱
い
人
や
、
体
力
の
な

い
人
は
次
の
日
来
な
か
っ
た
。

し
か
し
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
、

警
官
も
怒
る
と
怖
い
が
、
優

し
く
な
っ
た
。
警
察
署
や
、

マ
リ
ー
ン
ユ
ニ
ッ
ト
の
ツ
ア

ー
、な
ん
と
、ア
ー
ケ
ー
ド
（
ゲ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
）
に
ま
で
連

「
当
た
り
前
の
こ
と
」

　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
谷
　
泰
成

れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。
以
上

が
ジ
ュ
ニ
ア
ポ
リ
ス
ア
カ
デ

ミ
ー
に
つ
い
て
だ
。
今
か
ら
、

二
つ
の
学
ん
だ
事
に
つ
い
て

説
明
す
る
。

　

ま
ず
一
つ
目
の
誠
実
に
な

る
こ
と
は
、
人
か
ら
信
用
を

得
た
り
、
自
分
の
無
実
を
証

明
す
る
の
に
大
切
だ
。
ど
の

よ
う
に
学
ん
だ
の
か
と
い
う

と
、
あ
る
人
が
、
警
官
か
ら

配
ら
れ
た
水
筒
を
落
と
し
て

し
ま
う
と
、
十
回
腕
立
て
ふ

せ
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
る
時
、

自
分
の
水
筒
を
落
と
し
た
。

そ
の
人
は
、
罰
と
し
て
の
運

動
を
や
り
た
く
な
か
っ
た
の

で
、
周
り
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ

と
誰
も
見
な
か
っ
た
こ
と
を

確
認
し
て
、
や
り
過
ご
そ
う

と
し
た
。
彼
は
、
三
人
も
の

警
官
が
目
撃
し
て
い
た
な
ん

て
、
思
い
も
し
な
か
っ
た
。

三
人
の
警
官
は
、
正
直
で
な

い
彼
に
説
教
を
始
め
た
。
そ

の
後
、
警
官
は
誠
実
に
な
る

こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
み

ん
な
の
前
で
説
明
し
た
。
そ

の
警
官
に
よ
る
と
、
今
の
時

代
は
町
中
の
至
る
場
所
に
防

犯
カ
メ
ラ
が
あ
る
か
ら
、
い

つ
誰
が
見
て
い
る
か
分
か
ら

な
い
の
で
、
正
し
い
こ
と
を

す
る
べ
き
だ
と
言
っ
た
。

　

二
つ
目
の
、
他
人
に
対
し

て
の
尊
敬
は
、
警
官
が
退
役

軍
人
の
慰
霊
碑
へ
連
れ
て
い

っ
て
く
れ
た
時
に
学
ん
だ
。

そ
こ
で
は
、
退
役
軍
人
の
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
僕

は
、
国
の
た
め
に
、
ま
た
は
、

警
察
の
よ
う
な
平
和
の
た
め

に
働
く
人
た
ち
は
、
改
め
て

尊
敬
し
よ
う
と
思
っ
た
。

　

終
わ
り
に
、
僕
は
八
年
生

に
な
る
の
で
、
来
年
ポ
リ
ス

ア
カ
デ
ミ
ー
に
行
け
な
い
の

が
残
念
だ
。

　
　

   　
（
滞
米
３
年
９
か
月
）

　

今
回
は
、「
つ
か
め
！
理
科

ダ
マ
ン
、
科
学
の
キ
ホ
ン
が

身
に
つ
く
編
」
を
選
び
ま
し

た
。
こ
の
本
で
は
、
理
科
の

中
で
も
科
学
の
き
本
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
と
え

ば
、「
月
っ
て
ど
う
し
て
形
が

か
わ
る
の
？
」
や
「
指
も
ん

っ
て
何
？
」、「
カ
エ
ル
が
冬

み
ん
す
る
わ
け
は
？
」
な
ど

全
部
で
二
十
四
こ
の
話
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
本
の
良
い
所

は
、
五
つ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
登
場
し
て
、
理
科
を
わ
か

り
や
す
く
、
お
も
し
ろ
く
教

え
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
本
で
は
、
家
で
じ
っ

け
ん
が
で
き
る
も
の
が
な
ん

こ
か
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を

じ
っ
さ
い
に
や
っ
て
み
ま
し

た
。
と
く
に
お
も
し
ろ
か
っ

た
三
つ
を
し
ょ
う
か
い
し
ま

す
。

　

一
つ
目
は
、「
油
は
な
ぜ
水

に
う
か
ぶ
の
」
で
す
。
お
ち

ゃ
わ
ん
に
水
を
半
分
く
ら
い

入
れ
て
、
そ
の
後
、
油
を
ち

ょ
こ
っ
と
入
れ
ま
す
。
油
は

一
度
し
ず
み
ま
す
が
、
二
秒

く
ら
い
す
る
と
つ
ぶ
の
じ
ょ

う
た
い
で
上
が
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
み
つ
ど
っ
て
い
う

重
さ
の
ち
が
い
で
、
油
の
方

が
か
る
い
か
ら
で
す
。
ち
な

み
に
考
え
方
が
ち
が
い
す
ぎ

て
、
な
か
よ
く
で
き
な
い
こ

と
を
「
水
と
油
」
と
い
う
そ

う
で
す
。

　

二
つ
目
は
、「
く
っ
つ
い
た

お
ち
ゃ
わ
ん
を
は
な
す
マ
ジ

ッ
ク
」
で
す
。
ま
ず
大
き
い

ボ
ウ
ル
に
あ
つ
い
お
ゆ
を
入

れ
て
、
く
っ
つ
い
た
お
ち
ゃ

わ
ん
を
そ
こ
に
お
い
て
、
そ

の
小
さ
い
お
ち
ゃ
わ
ん
の

上
に
つ
め
た
い
水
を
入
れ
ま   

す
。
二
分
く
ら
い
ま
っ
た
ら
、

カ
パ
ッ
と
か
ん
た
ん
に
は
ず

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
下
に
あ
る
お

ゆ
が
あ
つ
い
か
ら
、
下
の
お

ち
ゃ
わ
ん
が
大
き
く
な
っ
て
、

上
の
お
ち
ゃ
わ
ん
が
ち
ぢ
む

か
ら
で
す
。
そ
の
小
さ
な
へ

ん
化
だ
け
で
、
は
ず
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、「
月
っ
て
ど
う

し
て
形
が
か
わ
る
の
？
」
で

す
。
ま
ず
電
気
を
太
陽
に
し

て
ボ
ー
ル
を
月
と
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
か
く
ど
か
ら
見
る

と
、
ま
ん
月
や
三
日
月
の
よ
う

に
見
え
ま
す
。
な
お
、
月
と

宇
宙
に
つ
い
て
も
う
少
し
く

わ
し
く
知
り
た
か
っ
た
の
で
、

「
ピ
ク
チ
ャ
ー
ペ
デ
ィ
ア
」
と

い
う
図
か
ん
も
調
べ
ま
し
た
。

世
界
で
一
番
昔
の
人
工
え
い

星
は
、
ソ
連
が
作
っ
た
「
ス

プ
ー
ト
ニ
ク
１
号
」
と
い
う

も
の
で
し
た
。
ま
た
、
月
を

初
め
て
歩
い
た
の
は
、
ア
メ

リ
カ
の
ニ
ー
ル
・
ア
ー
ム
ス

ト
ロ
ン
グ
で
、
一
九
六
九
年

の
こ
と
で
し
た
。
ソ
連
の
最

後
の
え
い
星
は
、
一
九
八
六

年
の
「
ミ
ー
ル
」
と
い
う
も

の
で
し
た
。

　

今
回
し
ょ
う
か
い
し
た
「
理

科
ダ
マ
ン
」
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク

ー
ル
で
去
年
行
わ
れ
た
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ア
で
お
母
さ
ん
が
買

っ
て
く
れ
た
の
で
す
が
、
今

年
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
で
も
、

ち
が
う
シ
リ
ー
ズ
を
買
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
じ
っ
け

ん
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

   　
（
滞
米
１
年
６
か
月
）

　

わ
た
し
は
モ
ナ
リ
ザ
の
、
絵

が
大
す
き
で
す
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
と
き
に
、
わ

た
し
は
モ
ナ
リ
ザ
の
コ
ス
チ
ュ

ー
ム
を
着
ま
し
た
。
本
物
の
モ

ナ
リ
ザ
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
し
た
。
本
物
の
絵
と
同
じ

ぐ
ら
い
、
に
ん
き
で
し
た
。
ス

タ
ー
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
モ
ナ
リ
ザ
の
レ
ゴ
を

作
り
ま
し
た
。
春
休
み
に
作
り

ま
し
た
。
二
週
間
か
か
る
と
思

い
ま
し
た
が
、
二
日
で
で
き
ま

し
た
。
モ
ナ
リ
ザ
が
す
き
で
、

む
中
に
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。

　

今
は
i
P
a
d
で
モ
ナ
リ

ザ
の
絵
を
か
い
て
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　
　

   　
（
滞
米
６
年
２
か
月
）

「
理
科
ダ
マ
ン
」

　
　
ケ
ネ
デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
土
曜
日
本
人
学
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
　
大
雅

「モナリザ」
　　　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小３

　　　　　　　　　　　　　　　　古川　日向多

　

わ
た
し
が
あ
っ
た
ら
い
い

な
と
思
う
も
の
は
、
し
ゅ
く

だ
い
の
こ
た
え
が
わ
か
る
き

か
い
で
す
。
な
ぜ
こ
の
き
か

い
が
ほ
し
い
か
と
言
う
と
、

わ
た
し
は
、
し
ゅ
く
だ
い
が

き
ら
い
な
の
で
、
し
ゅ
く
だ

い
の
こ
た
え
が
わ
か
っ
た
ら
、

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
か
ら
で
す
。

　

こ
の
き
か
い
の
形
は
、
は

こ
の
よ
う
に
し
か
く
く
て
、

色
は
レ
イ
ン
ボ
ー
で
す
。

　

は
こ
に
は
、
た
く
さ
ん
の

ボ
タ
ン
が
あ
っ
て
、
し
ゅ
く

だ
い
を
上
か
ら
入
れ
る
と
、

ぜ
ん
ぶ
、
ま
ち
が
え
な
い
で
、

や
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
こ
ん
な
き
か

い
が
あ
る
み
ら
い
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

は
や
く
こ
の
き
か
い
が
ほ
し

い
で
す
。

　
　

   　
（
滞
米
４
年
７
か
月
）

　
　

□　
　

□　
　

□

「
し
ゅ
く
だ
い
マ
シ
ー
ン

１
ご
う
」

　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
島
　
梨
紗

♦  週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定 ♦  
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随
時募集）。創作童話や詩、絵日記も受け付けます。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000
字（400 字詰め原稿用紙なら２枚半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、
学校名、学年、保護者名を明記、写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお
送りください。●11月第１週から翌年10月第４週までに掲載された作品を対象に第一次審査、第二
次審査を実施、最優秀作品、第１席、第２席、第３席、佳作２点を選出します。●最優秀作品には全日
空社協賛の日米往復航空券（１名分）が贈呈されます。ふるってご応募ください。

主催 :ニューヨーク生活プレス社　
後援 : 全日本空輸株式会社

https://www.kikokushijoacademy.com/
https://japaneseschool.org/campus/manhattan1/
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
豊
臣

兄
弟
！
』
に
、
そ
ろ
そ
ろ
登
場

す
る
か
な
と
期
待
す
る
千
利
休

と
、
茶
の
湯
を
嗜
む
戦
国
武
将

た
ち
の
列
伝
。

　

平
安
中
期
、
日
本
各
地
に
遣

わ
さ
れ
た
国
司
や
荘
園
領
主
な

ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
を
治

め
て
い
く
う
ち
に
、
根
を
張

り
、
力
を
持
ち
始
め
た
。
や
が

て
中
央
に
従
わ
な
く
な
り
、
地

方
武
士
と
い
わ
れ
る
集
団
と
な

っ
た
。
中
央
で
も
平
家
な
ど
武

士
の
家
が
地
位
を
得
て
い
く
。

　

地
方
武
士
ら
が
欲
し
が
っ
た

の
は
、
領
地
だ
。
領
地
は
経
済

と
直
結
し
、
力
に
変
わ
る
。
中

央
に
お
い
て
も
役
に
立
つ
。
そ

こ
で
武
士
た
ち
が
土
地
の
権
利

を
め
ぐ
っ
て
小
競
り
合
い
を
始

め
る
。
鎌
倉
時
代
の
訴
訟
の
多

く
は
、
土
地
の
相
続
と
権
利
に

つ
い
て
だ
と
い
う
。
納
得
が
い

か
な
け
れ
ば
武
装
蜂
起
だ
。
陣

頭
指
揮
を
執
る
の
は
、
大
名
と

な
っ
た
家
の
当
主
で
あ
る
。
鎌

倉
時
代
、
室
町
時
代
の
、
戦
国

武
将
た
ち
は
、
各
地
の
大
名
た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
を
治

め
、
自
領
の
防
衛
を
第
一
に
考

え
る
「
群
雄
割
拠
」
が
当
然
で

あ
っ
た
。　

　

そ
こ
へ
第
六
天
魔
王
こ
と
織

田
信
長
が
、「
天
下
布
武
」
を

掲
げ
て
戦
を
仕
掛
け
、
15
代
将

軍
足
利
義
昭
の
梯
子
を
外
し
て

室
町
幕
府
を
終
わ
ら
せ
た
も
の

だ
か
ら
、「
す
わ
、乱
世
か
」
と
、

武
将
た
ち
は
ざ
わ
つ
い
た
。
そ

の
ざ
わ
つ
き
を
沈
ま
せ
、
結
束

を
強
め
る
一
つ
の
手
段
が
、
朝

廷
と
繋
が
る
こ
と
が
で
き
る
政

治
的
儀
礼
で
あ
る
茶
の
湯
だ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

茶
を
飲
む
文
化
は
、
８
世
紀

頃
の
中
国
は
唐
で
流
行
し
、
遣

唐
使
や
、
唐
か
ら
帰
郷
し
た
僧

た
ち
に
よ
っ
て
、
日
本
に
も
た

ら
さ
れ
た
。
最
澄
と
空
海
が
送

別
会
で
新
茶
を
飲
ん
だ
と
い
う

記
録
が
あ
り
、
平
安
時
代
初
期

に
は
仏
僧
の
間
や
宮
中
行
事
な

ど
で
飲
ま
れ
た
事
例
が
伝
わ

る
。
ま
た
九
州
大
宰
府
に
左
遷

さ
れ
た
菅
原
道
真
が
詠
ん
だ
漢

詩
「
雨
夜
」
の
「
起
飲
茶
一
盞
」

の
一
節
は
有
名
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
鎌
倉
時
代
に
な
る

と
新
興
の
仏
教
宗
派
が
誕
生

し
、
武
士
が
禅
宗
を
篤
く
信
仰

し
た
こ
と
で
、茶
も
広
ま
っ
た
。

臨
済
宗
の
開
祖
・
栄
西
が
、
鎌

倉
幕
府
３
代
将
軍
・
源
実
朝
に

茶
を
奉
っ
た
と
『
吾
妻
鑑
』
に

記
さ
れ
て
い
る
。

　

室
町
時
代
は
、
日
明
貿
易
で

得
た
莫
大
な
利
益
を
得
た
将
軍

や
武
将
た
ち
が
、
儀
礼
と
し
て

の
豪
華
な
饗
宴
を
催
し
た
後
、

派
手
な
茶
会
を
開
く
の
が
流
行

し
た
。
室
町
幕
府
第
3
代
将

軍
・
足
利
義
満
に
よ
っ
て
建
立

さ
れ
た
金
閣
寺
に
代
表
さ
れ
る

豪
華
絢
爛
な
北
山
文
化
が
花
開

い
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
茶
の
湯

の
形
式
が
定
ま
っ
て
き
、
茶
会

を
開
く
た
め
の
会
所
や
書
院
造

な
ど
の
室
礼
が
完
成
さ
れ
た
。

　

し
か
し
応
仁
の
乱
で
都
が
荒

廃
し
た
第
8
代
将
軍
・
義
政
時

代
に
な
る
と
、
銀
閣
寺
に
代
表

さ
れ
る
「
わ
び
・
さ
び
」
の
東

山
文
化
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。

ず
っ
と
簡
素
な
、
草
庵
の
四
畳

半
の
座
敷
、
い
わ
ゆ
る
数
寄
屋

造
で
茶
会
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
が
京
都
や
堺
の
豪

商
や
町
人
た
ち
に
広
ま
っ
た
。

わ
び
茶
は
、
村
田
珠
光
、
武
野

紹
鷗
を
経
て
、
千
利
休
が
大
成

さ
せ
る
。
戦
国
武
将
た
ち
が
嗜

ん
だ
、
私
た
ち
が
よ
く
知
る
茶

の
湯
で
あ
る
。

　

も
う
一
点
「
私
」
を
披
く
場

と
し
て
の
茶
の
湯
で
あ
る
。
天

正
14
（
１
５
８
６
）
年
、
秀
吉

の
弟
・
秀
長
は
大
友
宗
麟
を
手

厚
く
も
て
な
し
て
「
内
々
の
儀

は
宗
易
（
千
利
休
）、
公
儀
の

事
は
宰
相
（
秀
長
）
存
じ
候
」

と
言
葉
を
添
え
た
そ
う
だ
。
茶

の
湯
は
武
将
た
ち
を
我
に
返
ら

せ
、
ま
た
送
り
出
す
の
に
、
よ

い
ツ
ー
ル
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。　
　

　
　
　
　
（
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
）

 武士道と茶道の共存
本郷和人・著
 祥伝社新書・刊

■王国（湊かなえ、マガジンハウス）漁業の町で、海の王
国を作ろうとする朔也。珊瑚の女王が殺された。朔也は女
王を守る白い騎士で他に海を守る８人の騎士がいた。物語
は各人の視点で章ごとにリレー形式で進む。9人全員が嘘
をついてるが、9人全員が誰かのために嘘をついてる。男
性9人の友情と再生をテーマにしたブロマンス・ミステリ。
■「夫婦」不在社会（三宅香帆、講談社）夫婦の物語が少
ない。文芸評論家である著者はここ数年、国内の文学作品
や映画に触れる中でそんな疑問が浮かび、昭和から令和に
かけて、小説・映画・ドラマ・アニメのどれを取っても「親子」
の物語は多様なパターンで描かれ、近年はむしろ増えてい
るが、パートナーシップに関する物語は極端に少ないと分
析する。■再会橋を渡る日に（いぬじゅん、実業之日本社
文庫）静岡県浜松市、浜名湖のほとりにある小さな島には、
亡くなった大切な人に会えるという橋が架かっている。「天
気雨の時間だけ、ここは『再会橋』になります。雨が終わ
らないうちにどうぞ」橋のたもとに立つ不思議な男・十軒
に導かれ、今日もまたひとり、心の迷い人がここを訪れる。
■楽園（夕木春央、講談社）亡き両親から不動産を譲り受
けた康之は、遺留品整理の際に群馬の山奥の謎の物件の存
在を知る。そこは、切り立った岩壁に囲まれた「楽園」と
呼ばれる奇妙な場所だった。前作『方舟』『十戒』に続く「旧
約3部作」の完結編。■幽世までの寄り道（亀野仁、宝島社文庫）湘南海岸
近くに立つ高齢者介護施設・灯影庵。元は病院だったこの施設では不可思議
な出来事が起こる。施設に現れる座敷童。誰がバスを運転しても、送迎対象
ではない特定の家に毎回停車してしまう。突如、施設の各所から見つかった
現金。強い霊感を持つ年齢不詳の女性介護士・嶺玉やよひが霊的に解決して
いく５編の連作短編集。■行きつ戻りつ死ぬまで思案中（垣谷美雨、双葉文
庫）今年で67歳になる『老後の資金がありません』のベストセラー作家が
2020年から2022年までのコロナ禍に書き綴られたエッセイ。家族、仕事、
お金など、タイトル通りに思いを巡らせながら、惑いながら、前を向いて思
案し、時には愚痴や恨み言も交えながら、その過程を率直に語る。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

推
し
を
見
つ
け
て
読
ん
で
欲
し
い
ミ
ス
テ
リ
。
物
語
に
夫
婦
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
会

い
た
く
て
も
会
え
な
い
人
に
会
え
る
橋
。
邪
悪
過
ぎ
る
と
話
題
作
の
完
結
編
。
霊
感
の
あ

る
介
護
士
が
問
題
を
解
決
す
る
。
愚
痴
も
恨
み
言
も
綴
る
エ
ッ
セ
イ
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

小
さ
な
ガ
チ
ョ
ウ
は
、
周
り

の
動
物
た
ち
が
冬
支
度
を
始
め

る
の
を
見
て
、
自
分
も
何
か
し

た
い
と
考
え
ま
す
。
ビ
ー
バ
ー

の
よ
う
に
木
を
か
じ
っ
た
り
、

リ
ス
の
よ
う
に
木
の
実
を
集
め

た
り
、
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
の
よ
う
に

落
ち
葉
に
く
る
ま
っ
た
り
し
て

み
ま
す
が
、
ど
れ
も
上
手
く
い

き
ま
せ
ん
。
自
分
は
こ
れ
か
ら

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら

ず
、
ガ
チ
ョ
ウ
は
寂
し
さ
を
感

じ
ま
す
。
し
か
し
、
空
を
飛
ぶ

ガ
チ
ョ
ウ
の
群
れ
を
見
つ
け
た

と
き
に
気
づ
き
ま
す
。
そ
し
て

大
き
な
羽
を
広
げ
、
仲
間
た
ち

と
一
緒
に
温
か
い
南
の
国
へ
と

飛
び
立
っ
て
い
く
の
で
し
た
。

　

誰
も
が
「
自
分
だ
け
の
特
別

な
役
割
や
居
場
所
を
持
っ
て
い

る
」
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く

れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
周
り
と

違
う
こ
と
に
悩
む
子
供
た
ち
に

寄
り
添
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
っ

て
い
る
本
。
文
章
は
歌
う
よ
う

な
美
し
い
リ
ズ
ム
で
書
か
れ
、

季
節
の
移
り
変
わ
り
や
、
ガ
チ

ョ
ウ
の
揺
れ
動
く
感
情
が
丁
寧

に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
大
人
も

癒
さ
れ
る
一
冊
。ブ
リ
オ
ニ
ー
・

ス
ミ
ス
に
よ
る
挿
絵
が
世
界
観

を
引
き
立
て
て
い
る
。（
高
田
）

森
の
動
物
た
ち
の
冬
じ
た
く

 『Little Goose's Autumn』
Written by Elli Woollard

Published by Macmillan Children’s Books

http://kkobo.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://www.his-usa.com/special/america/?utm_source=nyseikatsu&utm_medium=affiliate_banner&utm_campaign=weekly_ny&utm_content=top_banner


ハ
ー
レ
ム
は
い
ま
芸
術
の
発
祥
地

NYストスナ オシャレは街角から生まれる 175

OCTOBER

  ◇氏名：ジーナ（52 歳）
◇職業：図書館の司書
◇居住地：クイーンズ区
◇着用の服：靴はミズムース（Miz　
Mooz）であとはビンテージ
◇よく利用する店：バッファロー・
エクスチェンジ

◇好きなブランド：メイドウェル
◇着こなしで気をつけているこ
と：イメージは１９７０年代の幼
稚園の先生で、当時のビンテージ
物を捜す
◇撮影場所：ハーレム１２５丁目
とダグラス大通りのあたり

　年に２～３回はハーレムの中心街、125丁目あたりに足を延ばす。目的は昨年
11月に解体、新築された７階建ての「スタジオ美術館」に展示された 200点を超
す作品、ソウルフードで有名な「シルビア」でのランチ、界隈に散在する様々なアー
ティストたちによる壁画などである。今回目を引いたのは 125丁目のスタジオ美
術館の真ん前に出された「栄養ある無料食糧サービス」の屋台。二人の男性が食
料を供給している。聞いてみると生活保護やその他の社会保障を受けている人の
み（証明書が必要）を対象とした無料サービスとのこと。見回すと界隈には地域
保健センターなど、その他の生活相談所もある。40年以上前にニューヨークに来
た頃は、「ハーレムには行くなよ」と言われたものだが、今日のハーレムは黒人文
化があふれる興味深い場所となっている。 （ワインスタイン今井絹江、写真も )

（15）　　 ［NY生活ウーマン］ 2026年（令和 8年）10月 10日（土）

　

奈
良
県
を
拠
点
に
活
動
す
る

緒
方
亜
希
野
さ
ん
に
よ
る
初

の
英
語
料
理
書
『Eff ortless 

Japanese Cooking

』
の
出
版

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
３
日
午
後
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ト
ラ
イ
ベ
ッ

カ
地
区
に
あ
る
「
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ

（
光
琳
）」
で
開
催
さ
れ
た
。
Ｋ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
は
、
日
本
の
高
級
包

丁
や
和
食
器
、
調
理
器
具
を

専
門
に
扱
う
老
舗
シ
ョ
ッ
プ
。

１
９
８
２
年
に
川
野
作
織
氏
に

よ
っ
て
創
業
さ
れ
、
40
年
以
上

に
わ
た
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
全

米
の
シ
ェ
フ
、
料
理
愛
好
家
た

ち
に
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
。

　

緒
方
さ
ん
は
奈
良
県
生
駒
市

で
洋
菓
子
店
「
酒
か
す
ス
イ
ー

ツ
専
門
店
た
け
ひ
め
」
を
経
営

し
て
い
た
元
パ
テ
ィ
シ
エ
。
現

在
は
焼
き
菓
子
や
パ
ン
の
サ
ロ

ン
を
主
宰
す
る
ほ
か
、
日
本

食
の
レ
シ
ピ
を
英
語
で
世
界

へ
発
信
す
るYouTube

チ
ャ

ン
ネ
ル
「Kitchen Princess 

Bamboo

」
を
運
営
し
て
い
る
。

家
庭
料
理
を
通
じ
て
、
健
や
か

で
持
続
可
能
な
暮
ら
し
と
、
日

本
の
食
文
化
に
息
づ
く
思
い
や

り
、
感
謝
、
食
材
を
大
切
に
す

る
心
を
世
界
へ
届
け
て
い
る
。

　

今
月
、
米
国
の
タ
ト
ル
出

版
（Tuttle Publishing

）
か

ら
発
行
さ
れ
た
緒
方
さ
ん
の

著
書
『Eff ortless Japanese 

Cooking

』
で
は
、
１
０
０
品

以
上
の
日
本
の
家
庭
料
理
を
失

敗
な
く
作
れ
る
レ
シ
ピ
を
、
コ

ツ
や
ポ
イ
ン
ト
と
と
も
に
紹

介
。
緒
方
さ
ん
が
幼
少
期
を
過

ご
し
た
奄
美
大
島
の
思
い
出
の

味
と
、
現
在
暮
ら
す
古
都
・
奈

良
で
育
ん
で
き
た
家
庭
料
理
の

伝
統
を
礎
に
、
だ
し
や
味
噌
汁

の
基
本
か
ら
、
忙
し
い
日
に
う

れ
し
い
時
短
料
理
、
来
客
を
も

て
な
す
華
や
か
な
一
皿
、
餅
や

デ
ザ
ー
ト
ま
で
、
毎
日
の
暮
ら

し
に
寄
り
添
う
多
彩
な
レ
シ
ピ

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
料
理
に
ま
つ
わ
る
日
本
の

伝
統
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介

し
、
レ
シ
ピ
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
背
景
に
あ
る
日
本
の
食
文

化
ま
で
楽
し
め
る
一
冊
だ
。

　

ま
た
、
海
外
で
も
手
に
入
り

や
す
い
材
料
と
道
具
を
厳
選
し

て
い
る
の
で
、
日
本
の
家
庭
料

理
を
世
界
中
ど
こ
に
い
て
も
再

現
で
き
る
。「
最
近
は
、
味
噌
、

醤
油
、
み
り
ん
は
ど
こ
の
ス
ー

パ
ー
で
も
手
に
入
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
３
つ
が
あ
れ
ば
、

だ
い
た
い
の
日
本
の
家
庭
料
理

が
つ
く
れ
る
。
だ
か
ら
難
し
く

考
え
ず
に
気
軽
に
挑
戦
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
た
。
家
で
作
る

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
「
外
食

だ
と
保
存
料
や
化
学
調
味
料
が

入
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
た

め
、
家
で
作
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
て
い
る
。
一
番
最
初
に

挑
戦
し
て
ほ
し
い
の
は
『
照
り

焼
き
』。
日
本
で
は
照
り
焼
き

に
ニ
ン
ニ
ク
は
入
れ
な
い
の
が

一
般
的
な
の
で
、
ま
ず
は
素
材

を
活
か
し
た
優
し
い
味
付
け
を

感
じ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し

い
」。
海
外
に
住
ん
だ
こ
と
は

な
い
が
、YouTube

を
や
り

な
が
ら
英
語
を
覚
え
た
と
い
う

緒
方
さ
ん
。
今
後
も
「
日
本
に

住
ん
で
英
語
で
発
信
す
る
」
活

動
を
続
け
る
と
い
う
。

　
　
（
高
田
由
起
子
、
写
真
も
）

世
界
の
ど
こ
で
も
日
本
食
を
再
現

料理研究家

緒方亜希野 さん

https://www.uemurachiropractic.com/
http://www.salon-oasis.net
http://www.easeny.com/
https://www.hmakabelcsw.com/
http://maliliko.com
http://www.ojfd.com
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EVENT
■ NYコミコン 2026＝ 10/8～ 11  Javits Center
（429 11th Ave, ）第 20回目となる今年は NYに
ある伝統的な娯楽地・コニーアイランドとパート
ナーシップを組み、イベントのテーマに掲げて開
催。ステージでは毎日パフォーマンスが行われる
ほか、女優イディナ・メンゼルやニコラス・ケイ
ジら有名セレブも登場。ポップカルチャーと NY
のアイコンが融合し、会場では限定コラボグッズ
も販売される。入場料：$54.98～ $109.42
詳細は https://www.newyorkcomiccon.com/
■スシコン2026＝10/11  米国最大のスシ祭りで、
3年目となる今年は会場に 60以上の出展者が集
う。マグロやサーモン、ウニ、イクラなどの魚介
類だけでなく、A5ランクの和牛も食べ放題で提
供する。恒例のクロマグロ解体ショーは正午と午
後 3時、来場者は新鮮な赤身、中トロ、大トロを
試食できる。入場料：1日券 $180、半日券 $120
詳細は https://sushicon.com

MUSIC
■ 大 江 千 里 ト リ オ ＝ 10/30・31　Birdland 
Theater（315 W 44th St,）3年ぶりとなるアルバ
ム『HOMEWORK』を発表したジャズピアニス
ト、大江千里のコンサート。デジタルとアコース
ティックが共存する実験色の強い同アルバムか
ら、ジャズをベースにしたシティポップ作品を披
露する。入場料：Bar $30・Table $40
詳 細 は https://www.birdlandjazz.com/tm-event/
senri-oe-trio/
■ 八 神 純 子 ラ イ ブ「POP MEETS JAZZ ON 
ROUTE 66」 ＝ 11/15  19:00 ＆ 21:30  Birdland 
Theater（315 W 44th St.）シンガーソングライター
の八神純子による 1夜限りの特別公演。八神の
代表的なオリジナル曲をジャズの自由なリズムと
アンサンブルで演奏するほか、スタンダードナン
バーも織り交ぜる。入場料：Bar $40 Table $50
詳 細 は https://www.birdlandjazz.com/tm-event/
junko-yagami-pop-meets-jazz-on-route-66/

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
20
年
間
、

現
代
舞
踊
家
と
し
て
活
躍
し
た

田
中
い
づ
み
さ
ん
が
主
宰
す
る

石
川
須
妹
子
・
田
中
い
づ
み
ダ

ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
（
東
京
都
練

馬
区
）
の
第
70
回
発
表
会
が
９

月
27
日
夕
、
東
京
都
練
馬
区
の

光
が
丘
イ
マ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
。

　

同
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
田
中
さ

ん
の
母
で
日
本
の
現
代
舞
踊
界

の
巨
匠
と
し
て
知
ら
れ
る
石
川

須
姝
子
（
す
ず
こ
）
さ
ん
が
前

身
の
石
川
須
姝
子
舞
踊
研
究

所
を
１
９
５
０
年
に
創
立
し
、

２
０
２
３
年
に
石
川
さ
ん
が
死

去
、
現
在
は
田
中
さ
ん
が
母
の

遺
志
を
継
ぎ
、
現
代
舞
踊
協
会

の
理
事
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し

て
日
本
の
現
代
舞
踊
界
の
発
展

に
努
め
る
傍
ら
指
導
を
行
っ
て

い
る
。
今
年
の
発
表
会
で
は
、

3
歳
か
ら
80
歳
ま
で
総
勢
35
人

が
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
童
謡
、
ア
メ

リ
カ
ン
ポ
ッ
プ
の
曲
に
合
わ
せ

て
18
作
品
を
披
露
し
、
恒
例
の

フ
ラ
ン
ク
・
シ
ナ
ト
ラ
の
「
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」

で
出
演
者
全
員
が
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
っ
た
。

　

同
ア
カ
デ
ミ
ー
に
は
幼
児
、

児
童
、
中
学
生
か
ら
大
学
生
、

一
般
・
シ
ニ
ア
の
ク
ラ
ス
が
あ

り
、
発
表
会
で
は
個
人
の
レ
ベ

ル
に
合
っ
た
振
付
を
取
り
入
れ

な
が
ら
年
齢
、
舞
踊
歴
な
ど
の

隔
た
り
な
く
一
緒
に
ひ
と
つ
の

作
品
を
披
露
す
る
の
が
恒
例
と

な
っ
て
い
る
。
田
中
さ
ん
は

「
本
人
た
ち
は
自
分
の
個
性
と

は
何
か
が
分
か
っ
て
い
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
幼
児
か
ら
シ

ニ
ア
ま
で
、
一
人
一
人
の
個
性

を
殺
さ
な
い
よ
う
に
、
各
自
の

良
さ
を
生
か
し
て
指
導
を
し
て

い
る
。
揃
え
る
こ
と
は
大
事
だ

け
ど
、
許
容
範
囲
内
で
個
性
を

認
め
て
い
る
」と
話
し
て
い
る
。

今
後
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
方
向
性

に
つ
い
て
は
「
本
来
な
ら
ば
児

童
ク
ラ
ス
以
上
は
週
２
回
は
来

て
欲
し
い
が
、
現
代
の
子
供
た

ち
は
稽
古
事
や
塾
が
あ
り
ほ
と

ん
ど
が
週
１
回
の
レ
ッ
ス
ン
。

踊
り
の
良
さ
を
わ
か
っ
て
ず
っ

と
続
け
て
い
っ
て
欲
し
い
し
、

日
本
の
文
化
的
財
産
に
も
繋
が

る
と
思
う
」
と
話
し
た
。

　

田
中
さ
ん
は
文
化
庁
派
遣

在
外
研
究
員
と
し
て
渡
米
、

１
９
８
７
年
か
ら
は
Ｎ
Ｙ
を
拠

点
と
し
作
品
制
作
や
公
演
、
Ｎ

Ｙ
大
学
舞
踊
教
育
学
科
で
講
師

も
務
め
、
２
０
０
７
年
に
帰

国
し
た
。
昨
年
は
草
月
ホ
ー

ル
（
港
区
赤
坂
）
で
舞
踊
家
50

周
年
を
記
念
し
た
特
別
公
演

「TIMELESS

」
を
行
っ
た
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
浜
崎
都
）

現
代
舞
踊
家
の
田
中
い
づ
み

ダ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
第
70
回
発
表
会
東
京
で

©エー・アイ　 撮影：鈴木結実（Yuhmi Suzuki）
　

山
田
流
箏
曲
演
奏
家
の
木
村

伶
香
能
に
よ
る
日
本
音
楽
コ
ン

サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
「
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
四
季 - 

日
本
音
楽
の
彩

り -

」
第
37
回
公
演
が
、
10
月

25
日
（
日
）
午
後
５
時
か
ら
、

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
る
雪

月
華
（
東
７
丁
目
74
番
地
）
で

開
催
さ
れ
る
。（
後
援
：
邦
楽

ジ
ャ
ー
ナ
ル
）

　

同
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
10
年
以

上
に
わ
た
り
約
70
曲
に
及
ぶ
箏

曲
（
三
絃
も
含
む
）
の
名
作
を

体
系
的
に
紹
介
し
て
き
た
。
今

回
は
、
唐
代
の
楊
貴
妃
と
玄
宗

皇
帝
の
「
長
恨
歌
」
を
主
題
と

す
る
「
秋
風
の
曲
」、
今
な
お

革
新
的
な
三
絃
独
奏
曲
と
し
て

知
ら
れ
る
「
盤
渉
調
」
な
ど
を

演
奏
。
終
演
後
に
茶
道
家
、
森

宗
碧
に
よ
る
抹
茶
と
御
菓
子
が

提
供
さ
れ
る
。

　

入
場
料
50
ド
ル 

（
森
宗
碧

に
よ
る
抹
茶
、
御
菓
子
付

き
）。
予
約
・
詳
細
は
雪
月
華

公
式
サ
イ
ト https://www.

setsugekkany.com

を
参
照

す
る
。

Ｎ
Ｙ
の
四
季
25
日

木
村
伶
香
能

　

ジ
ャ
ズ
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
高
崎

安
沙
子
の
ラ
イ
ブ
「ASAKO 

DUO

」
が
16
日
（
金
）
午
後
７

時
か
ら
８
時
ま
で
、
サ
ウ
ス
ハ

ー
レ
ム
に
あ
る
料
理
店
シ
ル
バ

ー
ナ
（
西
１
１
６
丁
目
３
０
０

番
地
）
で
開
催
さ
れ
る
。
ム
ー

ン
リ
バ
ー
、
ラ
ヴ
ィ
・
ア
ン
・

ロ
ー
ズ
、
自
身
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

曲
な
ど
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、

日
本
語
の
音
楽
を
聴
き
な
が
ら

シ
ル
バ
ー
ナ
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ク

テ
ル
や
伝
統
的
な
中
東
料
理
が

楽
し
め
る
。
出
演
は
高
崎
の
ほ

か
、吉
田
孟（
よ
し
だ
・
は
じ
め
、

ギ
タ
ー
）。
高
崎
は
富
山
県
出

身
。
グ
ラ
ミ
ー
賞
５
回
ノ
ミ
ネ

ー
ト
歌
手
の
カ
ー
リ
ン
・
ア
リ

ソ
ン
に
師
事
。
ま
た
、
米
国
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
日
本
に
て
訪
れ

る
場
所
で
地
元
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し

て
ジ
ャ
ズ
を
学
ぶ
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
、
パ
リ
で
の
レ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
、
音
楽
配
信
、
ツ
ア
ー
に

て
音
楽
を
続
け
て
い
る
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

silvana-nyc.com/

を
参
照
す

る
。
高
崎
さ
ん
の
公
式
サ
イ
ト

はhttps://www.asakojazz.
com/

高
崎
安
沙
子
ラ
イ
ブ

16
日
シ
ル
バ
ー
ナ
で

https://shopnyseikatsu.com/
https://events.leapevents.com/event/-sen-lecture-an-evening-with-director-miyake-sh-
https://www.birdlandjazz.com/tm-event/
https://www.birdlandjazz.com/tm-event/
https://www.newyorkcomiccon.com/
https://sushicon.com
https://silvana-nyc.com/
https://silvana-nyc.com/
https://silvana-nyc.com/
https://silvana-nyc.com/
https://www.setsugekkany.com
https://www.asakojazz.com/



